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(1) 石 巻 市 文 化 財 だ ょ り

石
巻
市
教
育
委
貝
会
で
は
、

平
成
元
年
七
月

三
一
日
付
で
、
市
内
に
あ
る
仏
像
六
躯
を
石
巻

市
指
定
文
化
財
に
指
定
し
ま
し
た
。
昭
和
六
二
、

六
＿―
-
年
度
に
実
施
し
た
仏
像
調
査
に
も
と
づ
い

て
行
っ
た
も
の
で
、
こ
れ
で
石
巻
市
指
定
文
化

財
は
全
部
で
ニ
ニ
件
と
な
り
ま
し
た
。

今
回
指
定
し
た
文
化
財
は
次
の
と
お
り
で
す
。

銀
造
菩
薩
立
像

所

蔵

者

洞

源

院

時

代

新

羅

統

一
時
代

（八
世
紀
）

像
高
一
二
•
四
セ
ン
チ

指
定
の
理
由

新
羅
統
一
時
代
の
金
銅
仏
で
、
頭
頂
か
ら

足
先
ま
で
一
鋳
、
内
部
は
中
空
に
な
っ
て
い

ま
す
。
来
歴
は
不
明
で
す
が
、
東
北
地
方
に

存
在
す
る
何
体
か
の
興
味
深
い
渡
来
仏
の
一

つ
で
す
。

銅
造
薬
師
如
来
立
像

所

蔵

者

日

野

孝

栄

氏

時

代

鎌

＾

仕

時

代

末

期

(

-
四
世
紀
）

像
高
　
一
〇
•
九
五
セ
ン
チ

鉗
造
阿
弥
陀
如
来
立
像

所

蔵

者

日

野

孝

栄

氏

時

代

鎌

岱

時

代

末

期

(-
四
世
紀
）

像

高

―
ニ

・
一仕
．ノ

銀
造
観
音
菩
薩
立
像

所

蔵

者

日

野

孝

栄

氏

時

代

鎌

倉

時

代

末

期

(

-
四
世
紀
）

像

高

―

ニ

・
一
梵

指
定
の
理
由

鎌
＾
仕
時
代
末
期
の
仏
像
で
、
い
ず
れ
も
ム

ク
の

一
鋳
造
で
、
台
座
背
面
に

「
高
木
」
の

刻
印
が
あ
る
。
こ
の
一―
―
税
は
、
同
時
期
に
造

像
さ
れ
た
こ
の
地
伝
来
の
遺
品
で
貨
狙
な
も

の
で
す
。

木
造
観
音
菩
薩
坐
像

所

蔵

者

永

脱

寺

時

代

頭

部

…

平
安
時
代
末
期

(
―
二
世
紀
）

体
幹
部
：
・
江
戸
時
代

像

忘

五

ニ

・
八
パ
．9

指
定
の
理
由

頭
部
は
平
安
時
代
末
期
、
体
幹
部
は
江
戸

時
代
の
作
で
、
い
か
に
も
和
様
の
頭
部
は
平

安
期
の
石
巻
に
こ
の
よ
う
な
観
音
像
を
ま
つ

る
寺
院
が
あ
っ
た
こ
と
を
想
定
さ
せ
る
も
の

で
す
。
洞
源
院
の
新
羅
仏
を
除
け
ぱ
石
巻
最

古
の
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

木
造
薬
師
如
来
坐
像

所

蔵

者

長

谷

寺

時

代

桃

山

時

代（永
禄
―

一
年

(
-
五
六
八
）
）

像
高
三
〇
•
四
セ
ン
チ

指
定
の
理
由

桃
山
時
代
に
京
都
で
作
ら
れ
た
仏
像
で
、

像
底
に
「
匹
条
束
洞
院
大
仏
師
法
眼
虹
教
」

が
永
禄

―一

年
に
造
像
し
た
旨
の
船
打
が
あ

り
、
桃
山
時
代
の
仏
師
の
動
向
を
知
る
う
え

で
の
役
籠
な
作
例
で
す
。

仏
像
六
部
が
石
巻
市
指
定
文
化
財
に

◀
銅
造
菩
薩
立
像
（
洞
源
院
）

▲木造観音菩頑坐像 （永巖寺）



石巻市文化財だより (2) 

▲銀造阿弥陀如来立像 ▲銅造観音菩薩立像 ▲銀造薬師如来立像

（いずれも日野孝栄氏蔵）

▲木造薬師如来坐像（長谷寺）



(3) 石 巻 市 文 化 財 だ ょ り

こ
こ
ろ
よ
く
調
査
を
お
引
き
受
け
い
た
だ
き

ま
し
た
上
原
昭
一
束
北
大
学
文
学
部
教
授
、
調

査
に
応
じ
箕
重
な
仏
像
を
拝
見
さ
せ
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
各
所
蔵
者
の
皆
様
に
心
か
ら
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

保
存

・
保
護
の
た
め
の
行
科
を
得
る
こ
と
と
し

þÿ0_0�
t
 日

本
に
お
い
て
仏
像
は
宗
教
的
礼
拝
の
対
象

物
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
美
術
作
品
と
し
て
鑑

収
さ
れ
て
き
た
。
そ
し
て
、
数
多
く
の
仏
像
が

国
宝
や
厘
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
、
寺
院
や
そ

の
信
徒
の
み
な
ら
ず
日
本
国
民
全
員
の
財
産
と

し
て
位
骰
づ
け
ら
れ
、
保
存

・
保
護
の
施
策
が

と
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
石
巻
市
内
の
各
寺
院
等
に
あ
る
仏

像
に
つ
い
て
は
、
文
化
財
あ
る
い
は
美
術
作
品

と
し
て
の
観
点
か
ら
網
羅
的
な
調
査
は
こ
れ
ま

で
行
わ
れ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
石
巻

市
教
脊
委
貝
会
で
は
、
昭
和
六
ニ

・
六
三
年
度

の
二
か
年
計
画
で
市
内
の
仏
像
調
査
を
実
施
、

そ
の
所
在
と
文
化
財
と
し
て
の
価
値
を
確
認
し
、

は

じ

め

に

lil 
調

査

結

果

四
頁
か
ら
一
七
頁
に
掲
載
。

II 調
査
担
当
者

調
査
実
施
要
項

調

査

対

象

石

巻

市

内

に

存

す

る

仏

像

調

査

期

間

昭

和

六

三

年

一
月

1

平
成
元
年
三
月

束
北
大
学
文
学
部
教
授

上

原

昭

一

束
北
大
学
文
学
部
助
手

長

岡

龍

作

束
北
大
学
文
学
部

東
洋

•

日
本
美
術
史
研
究
室

野

口

晃

久

松

由

美

子

小

田

島

俊

五

十

底

一

朝

賀

浩

政

次

浩

大

栄

神

存

調
査
の
概
要

市
内
の
各
寺
院
等
の
仏
像
に
つ
い
て

一
点
ず

つ
調
査
カ
ー
ド
の
作
成
と
写
真
撮
影
を
行
い
、

狐
要
と
思
わ
れ
る
仏
像
に
つ
い
て
考
察
を
加
え

こ
°
f
 調

査

補

助

ー

仏

像

調

付

に

つ

い

て
田

雅成 公

紐 ＼
, 
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石 巻 市 文 化 財 だ ょ り (4) 

石
巻
市
教
育
委
員
会
か
ら
の
委
嘱
を
う
け
、

市
全
域
に
わ
た
る
文
化
財
調
査
を
、
足
か
け
三

年
に
及
ん
で
お
こ
な
っ
た
。

未
知
の
地
域
へ
の
調
査
は
い
づ
こ
の
場
合
で

も
、
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
そ
の
土
地
の
歴
史

が
古
け
れ
ば
古
い
ほ
ど
そ
れ
を
伝
え
る
な
ん
ら

か
の
痕
跡
に
ふ
れ
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
土
地

が
伝
え
守
っ
て
き
た
文
化
遺
産
に
出
会
え
る
こ

と
へ
の
期
待
が
ふ
く
ら
む
も
の
で
あ
る
。

北
上
川
の
河
口
に
位
置
す
る
当
地
は
そ
の
上

流
流
域
の
岩
手
県
側
に
数
多
く
の
文
化
財
を
伝

え
て
い
る
こ
と
か
ら
み
て
、
入
口
で
も
あ
り
、

ま
た
そ
の
流
域
の
出
口
に
も
あ
た
っ
て
い
た
だ

け
に
、
当
然
、
流
域
文
化
と
の
関
係
を
証
す
る

遺
品
の
伝
存
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
た
。
し
か

し
な
が
ら
、
調
査
結
果
か
ら
み
て
、
中
、
上
流

流
域
と
の
関
連
を
語
る
遺
産
と
出
会
う
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

現
存
遣
品
の
大
方
は
藩
政
以
後
の
宗
派
と
関

連
す
る
江
戸
時
代
の
作
が
占
め
、
室
町
時
代
以

前
に
遡
る
作
例
は
き
わ
め
て
少
な
か
っ
た
と
い

う
こ
と
を
申
し
上
げ
ざ
る
を
え
な
い
。
そ
の
歴

史
的
事
情
を
語
る
場
で
は
な
く
、
ま
た
任
で
も

な
い
の
で
、

こ
こ
で
は
調
査
対
象
だ
け
を
採
り

上
げ
概
観
す
る
に
と
ど
め
た
い
。

石
巻
市
の
全
域
を
歩
い
て
、
先
づ
気
の
つ
い

た
こ
と
は
河
口
に
向
か
っ
て
北
上
川
の
左
岸
地

区
に
室
町
時
代
以
前
の
作
品
が
点
在
し
て
い
る

こ
と
、
そ
れ
に
対
し
繁
華
街
を
構
成
す
る
町
中

仏

像

調

査

報

の
右
岸
地
区
に
は
江
戸
時
代
の
作
が
集
中
し
て

い
る
と
い
う
傾
向
が
指
摘
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
と
に
左
岸
地
区
で
特
節
さ
れ
る
遺
品
は
仁

田
山
の
洞
源
院
に
伝
え
ら
れ
る
新
羅
統
一
時
代

の
金
銅
菩
薩
立
像
で
あ
る
。
寺
伝
で
は
源
義
家

の
兜
に
載
せ
た
陣
中
守
本
椋
と
の
伝
承
が
あ
る

よ
う
だ
が
、
そ
れ
は
と
も
あ
れ
、
八
世
紀
の
朝

鮮
新
羅
作
で
あ
る
。
現
状
か
ら
み
て
土
中
鉗
を

伴
う
と
こ
ろ
、
い
つ
の
頃
か
定
か
で
は
な
い
が

発
掘
さ
れ
た
こ
と
を
語
る
も
の
で
、
造
像
時
よ

り
地
上
に
伝
世
し
て
き
た
も
の
で
は
な
い
。
な

ぜ
新
羅
仏
が
こ
の
地
に
あ
る
の
か
、
興
味
あ
る

問
題
で
あ
る
が
、
今
後
の
課
題
と
な
ろ
う
。

も
ち
ろ
ん
こ
の
新
羅
仏
は
統
一
新
羅
の
成
立

し
た
七
世
紀
中
葉
以
降
‘
八
世
紀
末
に
か
け
て

展
開
し
た
作
風
の
変
遷
か
ら
み
る
と
最
末
期
に

近
く
、
あ
る
い
は
荷
罷
時
代
と
す
る
見
解
も
あ

ろ
う
が
、
面
長
な
面
貌
、
胴
の
し
ぽ
り
、
腰
部

の
ふ
く
ら
み
な
ど
新
羅
統
一
時
代
の
作
と
み
て

よ
い
。
束
北
地
方
に
は
何
体
か
、
興
味
深
い
渡
来
仏

が
あ
る
。
そ
れ
ら
が
ど
う
い
う
理
由
で
こ
の
地

方
に
伝
え
ら
れ
て
き
た
か
、
は
っ
き
り
し
て
い

な
い
。
こ
の
像
も
ま
た
そ
の
点
で
は
同
様
に
ナ

ゾ
を
秘
め
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
調
査
中
な
に
か
こ
の
地
固
有
の

古
い
作
品
が
あ
っ
て
し
か
る
べ
き
だ
と
期
待
し

て
い
た
と
こ
ろ
、
高
木
地
区
の
日
野
孝
栄
氏
が

祀
ら
れ
て
い
る
銅
造
薬
師
如
来
立
像
、
阿
弥
陀

東
北
大
学
文
学
部
教
授

上

原

告

解

説

昭

....木造大日如来坐像 （多福院）

如
来
立
像
、
観
音
菩
薩
立
像
の
三
躯
の
鎌
介
末

期
の
金
銅
仏
と
出
会
う
こ
と
が
で
き
た
。
十
一

セ
ン
チ
前
後
の
そ
れ
ぞ
れ
ム
ク
の
一
鋳
像
で
、

こ
と
に
観
音
の
台
座
背
面
に
「
高
木
L

の
刻
銘

が
あ
り
、
こ
の
三
森
が
同
時
期
に
造
像
さ
れ
た

こ
の
地
伝
来
の
遺
品
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
た
。

鎌
{u中
期
以
降
、
鉄
仏
を
ふ
く
め
て
再
ぴ
金

銅
仏
の
時
代
に
な
る
，
善
光
寺
式
三
昨
の
全
国

的
な
普
及
と
軌
を
一
に
し
て
、
別
椋
の
小
金
銅

仏
も
数
多
く
造
ら
れ
、
さ
ら
に
懸
仏
も
盛
行
す

る
。
日
野
家
蔵
の
小
金
銀
仏
も
そ
う
し
た
時
代

の
流
れ
の
中
で
、
土
型
に
よ
る
一
鋳
像
と
し
て

造
ら
れ
た
も
の
で
、
最
初
か
ら
鍍
金
は
施
さ
れ

て
い
な
い
。

こ
の
三
躯
の
金
銅
仏
に
出
会
っ
た
こ
と
か
ら
、

な
お
多
く
の
作
例
に
お
め
に
か
か
れ
る
の
で
あ

ろ
う
と
い
う
期
待
が
た
か
ま
っ
た
。

し
か
し
、
鎌
倉
時
代
の
作
例
と
は
残
念
な
が

ら
出
会
え
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
吉
野
町
の
多

福
院
に
秘
仏
と
し
て
伝
え
ら
れ
て
い
る
木
造
大

日
如
来
坐
像
が
あ
っ
た
。
五
角
型
の
宝
冠
を
載

き
、
胎
蔵
界
宝
印
の
大
日
の
形
姿
で
、
頭
体
幹

部
を
前
後
矧
ぎ
に
し
、
膝
前
を
別
材
で
矧
い
だ

寄
木
造
り
の
坐
像
で
あ
る
が
、
桐
材
を
用
い
た

作
と
し
て
は
全
国
的
に
も
珍
し
い
作
品
で
あ
り
、

作
風
か
ら
南
北
朝
時
代
と
み
て
よ
い
も
の
で
、

こ
の
像
こ
そ
束
北
地
方
に
平
安
以
降
強
く
長
い

教
圏
を
築
い
て
き
た
天
台
の
造
像
活
動
の
な
か

で
つ
く
ら
れ
た
像
例
で
あ
る
こ
と
を
想
定
さ
せ

る
も
の
で
あ
っ
た
。

一
方
、
市
街
地
の
永
椴
寺
に
は
平
安
後
期
も

院
政
期
の
作
で
あ
る
観
音
坐
像
の
頭
部
だ
け
が



(5) 石 巻 市 文 化 財 だ ょ り

....木造観音菩薩坐像頭部 （永巖寺）

江
戸
時
代
に
補
作
さ
れ
た
体
幹
部
に
矧
ぎ
寄
せ

ら
れ
て
伝
わ
っ
て
い
た
。
い
か
に
も
和
様
の
目

鼻
立
ち
を
も
つ

こ
の
頭
部
は
、
永
粒
寺
本
来
の

伝
来
か
ど
う
か
は
定
か
で
は
な
い
も
の
の
、
平

安
期
に
石
巻
に
こ
の
よ
う
な
観
音
像
を
祀
る
寺

院
の
あ
っ
た
こ
と
を
知
ら
せ
る
も
の
で
、
洞
源

院
の
新
羅
仏
を
除
い
て
は
石
巻
最
古
の
観
音
頭

部
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

調
査
の
当
初
、
も
っ
と
も
古
い
像
が
残
っ
て

い
る
と
考
え
ら
れ
た
真
野
の
長
谷
寺
で
は
、
木

造
十

一
面
観
音
立
像
が
あ
り
、
そ
れ
は
は
っ
き

り
申
し
て
、
作
期
の
つ
か
め
ぬ
作
品
で
、
室
町

時
代
頃
と
想
定
す
る
に
と
ど
め
る
ほ
か
な
く
、

そ
れ
よ
り
も
同
寺
の
木
造
薬
師
如
来
坐
像
に
注

目
さ
れ
た
。
像
底
に

「
四
条
束
洞
院
大
仏
師
法

眼
此
教
」
が
永
禄
十
一
年
(
-
五
六
八
）
に
造

立
し
た
旨
の
扱
苔
が
あ
り
、
桃
山
時
代
の
仏
師

の
動
向
を
知
る
上
で
の
指
韮
な
作
例
で
あ
る
。

永
禄
在
銘
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
そ
れ
以
降
、

石
巻
の
諸
寺
に
伝
わ
る
江
戸
期
の
諸
作
は
総
じ

て
京
都
の
仏
師
屋
で
つ
く
ら
れ
、
運
ば
れ
て
き

た
も
の
と
み
て
よ
く
、
そ
れ
ら
は
た
だ
石
巻
に

限
ら
ず
全
国
的
な
傾
向
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ

て
個
々
の
作
例
に
つ
い
て
は
解
説
を
は
ぶ
き
、

報
告
世
に
ゆ
だ
ね
る
こ
と
と
す
る
。

石
巻
全
域
に
わ
た
る
調
査
の
際
に
は
そ
の
度

ご
と
に
教
育
委
貝
会
の
方
々
に
す
っ
か
り
お
世

話
に
な
り
、
ま
た
、
こ
こ
ろ
よ
く
調
査
に
御
協

力
い
た
だ
い
た
お
寺
の
方
々
に
謹
ん
で
感
謝
申

し
あ
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

▲木像薬師如来坐像底部 （長谷寺）

▲高 木 刻 印



(9 
石
巻
市
仏
像
調
査
報
告

調
査
貝
：
東
北
大
学
文
学
部
教
授
上
原
昭
一

東
北
大
学
文
学
部
助
手
長
岡
龍
作

凡
例

・
報
告
は
、
原
則
と
し
て
、
寺
院
名
、
仏
像
名
、
仏
像
の
時
代
・
法
量
・
形
状
・
品
質
・
構
造
に
つ
い
て
記
載
し
て
あ
る
。

記
載
内
容
に
精
粗
が
あ
る
が
調
査
時
に
種
々
の
都
合
で
デ
ー
タ
が
と
れ
な
か
っ
た
だ
け
で
他
意
は
な
い
。
ま
た
、
仏
像
に

は
写
真
と
対
照
で
き
る
よ
う
に
通
し
番
号
を
付
し
た
。

・
調
査
は
、
す
べ
て
の
仏
像
•
寺
院
に
つ
い
て
行
い
え
た
わ
け
で
は
な
く
、
ま
た
文
化
財
・
美
術
作
品
と
し
て
の
観
点
か
ら

行
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
明
記
し
て
お
く
。（
石
巻
市
教
育
委
員
会
）

多
福
院
吉
野
町
一
丁
目
4
-
9

1
 .
 木
造
観
音
菩
薩
立
像

＜
法
絨
＞

一
躯

至
町
時
代

総
高
13
5
.3
f象
高
12
8
.7
而
長
14
.4
而
幅
12
.3
面
奥
17
.l
胸
奥
14
.8
腰
張
22.6
裾
張
24
.6
 

＜
形
状
＞

両
手
は
屈
'tlJ'
し
て
、
左
手
は
）l如
前
で
述
華
を
持
し
、
右
手
を
胸
前
で
迎
華
に
添
え
る
。
天
衣
・
条
/i1
・
多
数
を
沼
し
、

蓮
実
上
に
直
立
す
る
。

＜
品
質
•
構
造
＞

頂
上
侶
か
ら
台
座
述
実
ま
で
両
手
を
含
ん
で
一
木
か
ら
木
取
り
し
、
内
匁
l
り
は
な
い
。
木
心
は
前
方
に
外
す
。
左
肘

の
一
部
を
欠
失
す
る
。
下
肢
背
而
に
4
5
.6
X
6
.8;'.
'の
浅
い
彫
り
込
み
が
あ
る
。
背
面
に
大
振
り
の
手
斧
痕
が
あ
る
。

2
.
 木
造
大
日
如
来
坐
像

＜
法
批
＞

一
躯

劉
町
時
代
(r*i北
朝
）

像
邸
34.
0
而
長
8.6
而
幅
7
.0
面
奥
9.
1
胸
奥
7
.6
坐
奥
15
.0
I條
張
23
.4

＜
形
状
＞

頭
上
五
角
形
の
宝
冠
を
粁
し
'
¥去
界
定
印
を
結
び
、
右
膝
前
に
し
て
結
珈
鉄
坐
す
る
。
天
衣
・
条
吊
を
滸
け
、
腕
釧

を
彫
出
す
る
。

＜
品
質

•
構
造
＞

寄
木
造
。
頭
上
冠
を
含
ん
で
頭
体
幹
部
は
耳
後
1.
n
ンの
線
で
前
後
に
割
り
矧
ぐ
。
両
体
側
に
そ
れ
ぞ
れ
一
材
を
窃

せ
る
。
膝
前
に
横
一
材
。
体
側
地
付
き
部
に
三
角
小
材
を
寄
せ
る
。
ff
先
か
ら
上
膊
ま
で
別
材
、
前
膊
部
は
休
側
材
と
、

2 



両
手
先
は
体
幹
部
材
と
そ
れ
ぞ
れ
共
木
に
つ
く
る
。

洞
源
院
渡
波
字
仁
田
ill
2
 

3. 
銅
造
菩
薩
立
像

一
躯

＜
法
試
＞

新
羅
続
一
時
代

総
甜
18
.8
(木
製
台
座
含
む
）
i象
邸
12
.4
而
長
1.5
而
紺
1.
6
而
奥
1.9
胸
奥
1.4
(中
央
）
）］す張
3.5

服
張
1.
0
Jj要
張
2
.
8
天
衣
蚊
大
張
3.9

＜
形
状
＞

右
手
を
屈
臂
し
宝
珠
を
持
し
、
左
手
を
垂
下
し
て
立
つ
。
天
衣
・
条
畠
•
裳
を
滸
す
。
垂
愛
は
Ti/
上
の
天
衣
に
至
り

先
端
は
三
条
に
別
れ
る
。

＜
品
質

•
構
造
＞

頭
頂
よ
り
足
先
ま
で
一
鋳
、
内
部
を
中
空
と
す
る
。
後
頭
部
、
下
半
身
背
而
及
ぴ
像
底
に
火
を
穿
ち
中
型
土
を
抜
く
。

頭
・
イ
本
部
は
J'l
通
し
な
い
。
足
衷
よ
り
ほ
ぞ
を
作
り
出
し
台
座
（後
補
）
と
接
合
す
る
。
1
罪
而
（頭
頂
よ
り
3.4
『
下

が
る
）
に
ほ
ぞ
を
作
り
出
す
。
ほ
ぞ
：
基
部
幅
0
.
4
、
厚
0
.
2
、
出
0
.
5
、
先
端
は
欠
失
す
る
か
。

4
.
 木
造
観
音
菩
薩
・
不
動
明
王
・
毘
沙
門
天
三
尊

永
巌
寺
羽
焦
町
一
丁
目
］
ー
27

5
.
 木
造
観
音
菩
薩
坐
像

＜
法
虻
＞

一
躯

三
躯

江
戸
時
代

頭
部
平
安
時
代
後
期
体
幹
部
ff
戸
時
代

像
高
52.8
而
長
9
.
3
面
i幅
9
.
0
而
奥
11.
8
(恥
先
欠
）

＜
形
状
＞

右
手
は
蓮
華
を
持
し
、
左
手
は
施
無
畏
印
を
示
し
て
、
右
足
前
で
結
跏
趺
坐
す
る
。
頭
部
の
み
を
当
初
と
し
体
部
は

後
袖
で
あ
る
。
頭
上
に
鉗
製
の
宝
冠
（
後
補
）
を
り
咋
す
。

＜
品
質
・
構
造
＞

三
追
第
一
段
目
よ
り
上
部
を
当
初
と
す
る
。
頭
部
は
左
耳
中
央
及
び
右
耳
後
1
.5
ヤ
を
通
る
線
で
前
後
に
割
り
離
す
。

髻は共木より彫出。白毫相彫出。布下地として漆箔、金箔はすでに剥落する。鼻先,l先•
髻
基
部
の
一
部
を

欠
失
す
る
。

日
野
孝
栄

6. 
錮
造
観
音
菩
薩
立
像

＜
法
旅
＞

(L 

一
躯

録
介
時
代
末
期

総
翡
12.1
(
象
裔
10
.
0
而
iく
l.
'15
而
奥
1.
5
5
而
廊
1.
25
胸
奥
1.
6
!l-J張
3.2
天
衣
1,.;:
大
張
3
.
4

＜
形
状
＞

左
手
は
左
胸
前
で
五
指
を
捻
じ
（
持
物
欠
）
、
右
手
は
胸
前
に
あ
げ
拳
を
左
前
方
に
向
け
る
。
天
衣
・
条
吊
裳
を

， 

11 



o
o
 

滸
し
蓮
台
上
に
直
立
す
る
。
背
面
は
滸
衣
等
の
表
現
を
省
略
す
る
。

＜
品
質
•
構
造
＞

頭
頂
よ
り
両
手
を
含
ん
で
台
座
反
花
ま
で
、
む
く
の
一
鉗
と
す
る
。
鍍
金
の
痕
跡
は
認
め
ら
れ
な
い
。
台
座
秤
面
に
「
高

木
」
の
刻
銘
が
あ
る
。

7
.
 銅
造
薬
師
如
来
立
像

＜
法
紐
＞

一
躯

鎌
8
時
代
末
期

総
高
10
.9
5
(象
裔
9.45
面
長
1.4
而
幅
1.45
面
奥
l,
7
 
llf1J
奥
I.
55 
JJ寸
張
3.5
裾
張
2
.4
5

＜
形
状
＞

通
肩
の
衲
衣
を
着
し
両
手
を
組
み
腹
前
に
て
薬
壺
を
持
し
直
立
す
る
。
頭
髪
は
肉
髻
基
部
を
中
心
と
す
る
渦
巻
型
を

な
す
。
1-r
而
の
;iyf
衣
表
現
は
省
略
し
な
い
。

＜
品
質
•
構
造
＞

観
音
菩
蘇
像
に
同
じ

8. 
銀
造
阿
弥
陀
如
来
立
像

＜
法
砿
＞

一
躯

鎌
6
時
代
末
期

総
甜
11
.l
 
(象
窃
9.45

面
長
1
.
2
5
而
幅
1.4
而
i奥
1.
8
胸
奥
1.
35
肘
張
3
.6
裾
張
2
.3

＜
形
状
＞

両
手
と
も
第
一
、
二
指
を
捻
じ
、
右
手
を
あ
け
7i:
手
を
下
げ
る
米
迎
印
を
示
す
。
通
府
の
納
衣
を
'XJ
け
蓮
台
上
に
直

立
す
る
。
頭
髪
は
肉
愕
基
部
を
中
心
と
す
る
渦
巻
型
と
す
る
（薬
師
如
米
に
同
じ
）。
背
而
の
JiYf
衣
表
現
は
省
略
し
な
い
。

＜
品
質
・
構
造
＞

観
音
菩
蘇
像
に
同
じ

長
谷
寺
真
野
字
笠
原
5

9. 
木
造
十
一
面
観
音
立
像

＜
法
抗
＞

一
躯

室
町
時
代

像
両
240
.
5
面
長
25.3
面
i幅
18
.3
而
奥
26.6
胸
奥
23.0
(右）
腰
張
47.2
裾
張
56.2

＜
形
状
＞

天
衣
・
条
畠
・
裳
を
着
し
左
手
は
屈
臂
し
て
蓮
華
を
挿
す
水
瓶
を
持
し
、
右
手
は
垂
下
し
て
与
願
印
と
す
る
。
頭
上

に
は
十
二
面
を
賊
く
。

＜
品
質
•
構
造
＞

体
幹
部
を
前
後
二
材
で
寄
せ
、
鉄
製
鎚
に
よ
っ
て
接
合
す
る
。
両
府
先
右
手
全
体
と
左
手
上
膊
部
を
別
材
で
寄
せ
、

木
製
鎚
に
よ
っ
て
接
合
す
る
。
条
吊
垂
下
部
、
両
足
先
は
別
材
矧
ぎ
寄
せ
。
白
恐
相
水
品
は
後
補
。

12 

14 

13 



10
.
 木
造
薬
師
如
来
坐
像

＜
法
砒
＞

像
高
30.4

＜
形
状
＞

一
躯

左
手
に
て
薬
泰
を
持
し
右
手
を
施
無
艮
印
と
し
て
半
す
。

＜
品
質
•
構
造
＞

桃
111時
代
（永
禄
十
一
・
156
8
年
）

体
幹
部
は
左
右
三
材
を
寄
せ
、
膝
前
に
一
材
を
寄
せ
る
。
頭
部
は
而
矧
ぎ
と
し
玉
ll!i
を
嵌
人
す
る
。
両
袖
先
は
別
材

を
矧
ぎ
寄
せ
、
両
手
先
は
後
補
で
あ
る
。
肉
料
珠、
白
必
相
に
水
品
に
嵌
入
す
る
。
下
口
唇
よ
り
あ
ご
先
を
欠
失
す
る
。

＜
銘
＞

像
底
に
姐
肉
銘
が
あ
る
。

「四条東洞院大仏師法眼覚教（花押）大僧都本□明覚•
永
禄
十
一
辰
□
吉
敬
白」

11. 
木
造
千
手
観
音
立
像

＜
法
批
＞

総
閲
14
4
.0
 f象
窃
32.2

龍
洞
院

一
躯

12. 
木
造
地
蔵
菩
薩
半
珈
像
（
本
尊
）
一
躯

＜
形
状
＞

江
戸
時
代

江
戸
時
代

左
手
に
宝
珠
、
右
手
に
錫
杖
を
持
し
左
足
を
踏
み
下
げ
て
半
珈
と
す
る
。

13. 
木
造
地
蔵
菩
薩
坐
像
（
本
尊
胎
内
仏
）
一
躯

＜
法
虻
＞

f!tl I
 
I
 
II与イ
't

像
翡
31.1
而
幅
5.1
而
奥
6.
5
胸
奥
7.]
坐
奥
11.7
IH
張
17
.5
膝
張
2
5
.5

＜
形
状
＞

左
手
に
宝
珠
右
手
に
杖
（
後
補
）
を
持
し
結
珈
怯
半
す
る
。

＜
品
牧
・
構
造
＞

体
幹
部
は
一
木
よ
り
造
り
、
膝
前
に
一
材
を
寄
せ
る
。
内
刳
り
は
な
い
。
右
手
先
は
別
材
を
矧
ぎ
付
け
る
。

14. 
木
造
マ
リ
ア
観
音
立
像

一
躯

江
戸
時
代

＜
法
姑
＞

像
高
3
J.
2
面
長
5
.6
1/ii
幅
3.5
I面
奥
6
.
5
胸
奥
5.2
袖
張
13
A
枷
張
9
.5

＜
形
状
＞

O
 

大
袖
の
衣
を
苅
し
、
J1及
前
で
術
を
結
び
先
端
を
前
方
へ
長
く
唾
ら
す
。
胸
前
に
幼
児
を
抱
く
。

15
 



令
＜
品
質

•
構
造
＞

=
 

全
体
を
一
木
か
ら
造
り
内
勺
l
り
は
な
い
。
彩
色
を
施
す
。
両
手
先
、
怜

欠
失
。
正
面
中
央
よ
り
左
寄
り
に
干
割
れ
が
あ
る
。

真
法
寺

15. 
木
造
釈
迦
如
来
坐
像

一
躯

江
戸
時
代

＜
法
批
＞

総
高
52
.9
I象
高
24.0

金
蔵
寺
南
榜
字
金
沢
101

16. 
木
造
聖
観
音
菩
薩
坐
像

一
躯

江
戸
時
代

＜
法
砒
＞

総
高
93
.0
(光
背
を
含
む
）
坐
翡
4
1.
5

17. 
木
造
不
動
明
王
立
像

一
躯

江
戸
時
代

＜
法
紐
＞

総
窃
81.5
f象
窃
44.0

18. 
木
造
毘
沙
門
天
立
像

一
躯

江
戸
時
代

＜
法i,t>

17
 

18
 

総
高
71.8
(象
甜
44.8

吉
祥
寺
高
木
字
寺
前
50

19
.
 木
造
阿
弥
陀
如
来
立
像

一
躯

江
戸
時
代

＜
法
批
＞

総
高
21.
5
(象
高
14
.6 

20
.
 木
造
観
音
菩
薩
立
像

一
躯

江
戸
時
代

＜
法
函
＞

係況団
68.2
(象
高
50.8

無
量
寿
庵
（
後
藤
家
）
渡
波
町
二
丁
目
4
-
]
5
 

2
1. 
木
造
阿
弥
陀
如
来
坐
像

一
躯

江
戸
時
代

＜
法
批
＞

像
窃
54
.0 
嬰
際
高
46.7
頂
一
顎
18.7
而
長
12.2
而
幅
11.
2

-
呵

，
 "
 

I, 
20 

21
 



-;::::;-
ミコ

耳
張
13
.
5
耳
染
張
12.0
而
奥
13
.6
胸
奥
（左）
16 .1 
腹
奥
18.
4
I膝
奥
30.l
I條
張
4
6
.
0

膝
邸
（右）
8
.
7
 
(左
）
8
.
7
 

＜
形
状
＞

偏
担
右
府
に
納
衣
を
苅
し
、
llll
前
で
弥
11匂
虹
II
を
結
び
、
右
足
前
に
結
珈
臥
坐
す
る
。
螺
嬰
、
肉
腎
珠
、
白
泡
相
を

あ
ら
わ
す
。

＜
品
牧

•
構
造
＞

体
幹
部
は
前
後
に
二
材
を
寄
せ
る
。
両
側
に
二
材
を
奇
せ
る
が
、
こ
の
う
ち
左
側
の
も
の
は
H
ま
で
続
き
、
;{
jjl!IJ
は

腰
部
の
み
。
I條
前
に
一
材
。
頭
部
は
',1/lj首
と
す
る
。
前
身
に
漆
箔
を
施
す
。
肉
身
部
は
や
や
赤
み
が
か
る
。
f象
底
に
は

麻
布
を
張
る
。

浄
蓮
寺
沼
m
字
越
田
77

22. 
木
造
阿
弥
陀
如
来
立
像

＜
法
批
＞

像
邸
61.
1

＜
形
状
＞

一
躯

納
衣
と
偏
杉
を
が
i
し
、
米
迎
印
を
結
ん
で
直
立
す
る
。

2
3
.
 木
造
如
来
形
立
像

＜
法
砒
＞

一
躯

江
戸
時
代

江
戸
時
代

i象
翡
2
8
.
2
総
甜
3
8
.
2
而
奥
5
.
7
袖
奥
7
.
7
迎
崩
座
径
l
l.2 

＜
形
状
＞

納
衣
と
偏
杉
を
沿
し
右
手
を
挙
け
'1:.i:
手
を
J:l
l','o/
し
て
直
立
す
る
。

＜
品
質

•
構
造
＞

台
座
を
含
ん
で
一
木
か
ら
造
る
。
内
郊
l
り
は
な
い
。
肉
身
部
に
は
金
箔
を
施
す
。
他
は
漆
塗
り
と
す
る
。
淡
lffi
に
閲

書
が
あ
る
。
右
手
先
は
矢
失
、
左
手
先
の
一
部
を
欠
失
。

洞
仙
寺
桃
浦
：：
：
j-: 寺
下
6

2
4. 
木
造
如
来
坐
像

＜
法凪
＞

一
躯

江
戸
時
代

像
泊
j36.0
嬰
際
祐
i3
1.
s
m
一
顎
12.4
f(ij
長
7.4
而
輻
1.
s
mi
奥
9
.8
胸
奥
11
.21)及
奥
12
.6
(衣
含
む
）

坐
奥
2
1
.
7
IM
張
2
1
.
6
m径
張
3
0
.
0
)
條
邸
（左
）
6
.0
 (右）
5
.
7
 

＜
形
状
＞

納
衣
を
（
屈
中
11.右
訂
に
椴
い
、
右
足
前
に
結
珈
妹
坐
す
る
。
左
手
は
足
上
で
(!II党
と
し
、
右
手
は
）
：
J¥
粁
し
）
）
及
1i1i
で
左
手

に
添
え
る
。

24 

25 

23 



竺
＜
品
質
・
構
造
＞

膝
前
に
一
材
を
寄
せ
る
。
右
府
、
左
手
首
で
矧
ぐ
。
他
の
構
造
の
詳
細
は
不
明
。
王
l恨
と
す
る
。
白
堵
は
木
製
。
l勾

身
に
漆
箔
を
施
し
、
滸
衣
は
金
泥
描
き
の
文
様
(';Ii"
文
繋
ぎ
、
卍
繋
ぎ
、
巡
華
1ir
r,'£
、
四
菱
入
り
七
宝
繋
ぎ
）
を
表
す
n

肉
僭
珠
、
裳
裾
先
を
欠
失
す
る
。
両
耳
の
一
部
を
m
す
る
。

25. 
木
造
地
蔵
菩
薩
立
像

＜
法
砿
＞

一
躯

江
戸
時
代

像
邸
46.
7
 
1(1i
ii8. 7
 
而
輻
5.6
耳
張
6.5
耳
染
張
5.7
而
奥
6.6
袖
張
14.
I
 枷
張
11.2

足
先
開
（内）
2.8 
(外
）
6.5 

＜
形
状
＞

右
手
は
下
げ
錫
杖
を
枇
り
、
左
手
は
Jrri
'if
し（り
J掌
と
し
て
宝
珠
を
執
る
。
内
衣
、
偏
杉
、
柄
衣
、
掌
を
が
f
し
iれ
立
す

る
。

＜
品
質

•
構
造
＞

構
造
の
詳
細
は
不
明
。
袖
垂
下
部
は
別
材
を
寄
せ
る
。
肉
身
部
は
金
泥
彩
、
沿
衣
部
は
金
泥
上
に
彩
色
（
朱
、
白
、

似
、
群
行
、
緑
'i'.f)
を
施
す
。
裳
、
納
衣
の
地
紋
に
針
様
の
も
の
で
ひ
っ
か
い
た
よ
う
な
細
線
の
文
様
を
使
う
。

蜂
耕
寺
折
浜
字
風
越
13

26
.
 木
造
大
日
如
来
坐
像

＜
法
拭
＞

一
躯

江
戸
時
代

像
高
32.0
嬰
際
翡
26.
7
耳
張
6.3
而
奥
7.2
胸
奥
7
.5
 IJ及
奥
8.4
坐
奥
11.3
膝
張
20.0

＜
形
状
＞

条
吊
、
裳
を
新
け
、
宝
冠
を
か
ぶ
り
、
腹
前
で
定
印
を
結
ぴ
、
左
足
前
に
結
趾
II跛
坐
す
る
。
地
嬰
は
前
方
は
ま
ば
ら

彫
、
後
方
は
刻
ま
す
・,'f
而
に
長
く
垂
ら
す
。

＜
品
質
・
構
造
＞

体
幹
部
を
一
木
と
し
、
両
J,f
、
両
前
膊
半
ば
で
矧
ぐ
。
定
印
を
結
ぶ
両
手
先
は
一
木
。
Jt令
前
、
両
IJ衷
脇
を
そ
れ
ぞ
れ

寄
せ
る
。
内
芍
l
り
は
な
い
。
宝
冠
内
部
は
す
り
鉢
状
に
く
り
込
む
。
白
土
地
に
漆
箔
を
施
す
。

右
腰
後
方
に
紙
を
貼
っ
て
紺
Jが
れ
た
1U.
が
あ
る
。
補
修
に
よ
る
も
の
か
。
l條
前
を
大
き
く
欠
損
す
る
。
両
前
膊
半
ば
の

内
側
と
Ji;l
先
に
欠
m
が
あ
る
。

長
林
寺
水
明
ftj二
丁
目
12
-
8
 

27. 
木
造
聖
観
音
坐
像

＜
法
砒
＞

一
躯
ff
戸
時
代

像
邸
27.7
嬰
際
泊
jJ9
.
9
耳
張
5.8
面
i奥
6.5
胸
奥
7.2
Jj及
奥
8.0
坐
奥
15.3
膝
張
18
.1

＜
形
状
＞

両
手
を
屈
竹
し
、
左
手
は
水
瓶
を
執
り
、
右
手
は
1111
掌
と
す
る
。
鉗
製
の
頭
飾
を
滸
け
、
天
衣
、
条
吊
、
裟
を
滸
し

26 
27 

28 



て
、
右
足
前
に
結
珈
欧
坐
す
る
。

＜
品
質
・
構
造
＞

料
を
含
ん
で
頭
体
部
を
一
木
か
ら
造
る
。
内
勺
J
り
は
な
い
。
胸
に
穴
を
埋
め
た
1N.
が
あ
り
、
装
身
具
を
留
め
る
た
め

の
も
の
と
思
わ
れ
る
。
白
必
は
木
製
埋
め
込
み
。

両
屑
先
、
膝
前
、
銅
板
製
の
頭
飾
は
後
補
。
恥
先
は
小
恥
半
ば
よ
り
先
に
後
軋
の
補
修
に
よ
る
別
材
を
接
祈
す
る
。
全

身
に
白
土
地
上
の
補
彩
痕
が
見
ら
れ
る
。
頭
部
愕
}.Ji
部
の
背
而
を
オirm
す
る
。

寿
福
寺
羽
黒
町

28. 
木
造
薬
師
如
来
坐
像

＜
法
姑
＞

像
翡
4
5.6

＜
形
状
＞

„
躯

江
戸
時
代

偏
杉
の
上
に
納
衣
を
偏
社
1_;(:j
府
に
線
い
、
両
手
を
）
11!
','Y-
し
て
、
右
手
は
前
方
を
,,,jけ
、
左
手
は
（
り
1掌
と
し
て
薬
壺
を

持
す
。
左
足
前
に
結
珈
欧
坐
す
る
。

＜
品
質

•
構
造
＞

体
幹
部
を
上
下
二
材
に
糾
み
合
わ
せ
内
郊
l
り
は
な
い
。
玉
眼
。
肉
身
部
を
金
泥
彩
を
施
す
。

零
羊
崎
神
社
浴
字
牧
山
1
-
1
 

29. 
木
造
坂
上
田
村
麻
呂
坐
像

＜
法
砿
＞

一
躯

当
初
部
は
1if
町
時
代
か
。

像
高
50.0
I胸
奥
15.8
)腹奥
2'1.5
屯
奥
40.4
肘
張
35.6
袖
張
61.6

＜
形
状
＞

烏
帽
子
を
か
ぶ
り
、
袍
、
袴
を
着
す
。
右
手
に
扇
を
持
し
、
左
腰
に
剣
を
差
す
。
両
足
裏
を
あ
わ
せ
て
坐
す
。
をす
。

＜
品
質

•
構
造
＞

体
幹
部
は
八
材
を
寄
せ
、
さ
ら
に
、
両
休
側
部
、
膝
前
に
材
を
杏
せ
る
。
内
が
1
り
は
な
い
。
頭
部
の
す
べ
て
と
両
手

先
は
後
補
。
全
身
に
後
11し
の
泥
絵
の
具
を
か
ぶ
る
。

30
.
 木
造
悪
玉
御
前
坐
像

一
躯

至
町
時
代

＜
法
砧
＞

像
高
27.3

頂
—
顎
9.8
而
輻
5.6
耳
張
8
.1
tftt
奥
9.0
胸
奥
10
.5
坐
奥
20.6
JJ寸
張
19.9
袖
張
25.l

＜
形
状
＞

筒
袖
の
内
衣
の
上
に
大
袖
の
衣
を
が
t
し
、
合
常
し
て
正
坐
す
る
。

＜
品
質

•
構
造
＞

塁
i暉
部
は
一
木
か
ら
成
る
。
｛
象
底
と
秤
而
か
ら
内
矧
l
り
を
施
し
、
・,''f
板
を
当
て
る
。
・,''f
板
は
頭
部
に
ま
で
至
る
。
膝

29 

31
 



ご
前
に
一
材
を
寄
せ
る
。
頭
部
内
中
空
部
に
一
材
を
入
れ
る
。
'i''f
板
、
膝
前
材
、
頭
部
内
の
一
材
は
後
補
。
恥
先
、
合
掌

す
る
手
先
を
欠
m
す
る
。

本
木
家
大
瓜
字
八
i'I打
II

3
1. 
木
造
如
来
形
残
欠

＜
法
屈
＞

一
躯

室
町
時
代

像
高
60.0
頂
一
顎
19.2

面
長
1
4
.
1
.1 
耳
張
l
1.9 
而
奥
14
.2
最
大
奥
（袖
先
ー
・1'l'
而）
12
.0
 肘
張
（
最
大

輻
）
2
7
 .1 

＜
形
状
＞

通
H
の
納
衣
を
沿
け
両
手
を
屈
'
,
'
!
す
る
坐
形
。

＜
品
質
・
構
造
＞

ー
木
造
り
。
内
例
り
を
施
す
。
螺
炭
は
刻
み
だ
す
。
白
惚
の
た
め
の
穴
を
穿
つ
。
イ
本
部
後
半
材
、
JI委
前
材
、
白
沿
を

欠
失
す
る
。

高
橋
精
一

3
2
.
 木
造
文
殊
騎
獅
像

＜
法
拭
＞

総
苅
29.8
(獅
子
を
含
む
）
｛象泊
i20.3

＜
形
状
＞

一
躯

竪
町
時
代

天
衣
、
条
吊
を
滸
け
、
左
手
を
1面
将
し
て
半
す
。
右
足
は
li
足
上
に
は
の
せ
な
い
。
凝
十
坐
に
乗
る
。

＜
品
質

•
構
造
＞

文
殊
菩
社
は
体
幹
部
根
幹
材
を
一
木
と
し
、
左
II妥
脇
に
三
角
材
、
右
脇
後
方
に
小
材
を
窃
せ
る
。
両
屑
先
を
矧
ぎ
付

け
と
し
、
左
手
前
膊
部
で
矧
ぐ
。
右
足
先
別
材
矧
ぎ
付
け
。
玉
IIM
。
凝
子
半
は
一
木
よ
り
成
る
。
漆
旅
り
（赤
色
を
型

す）
。
拗
子
頭
部
、
文
殊
秤
極
苅
衣
部
、
左
足
部
を
別
材
で
矧
ぎ
付
け
る
。
後
方
中
央
に
光
・/'f
の
た
め
の
穴
を
設
け
る
。

右
府
先
を
欠
失
す
る
。

＜
時
代
＞

紺
子
衷
而
に
「
享
禄
三
年
建
立
」
の
刻
銘
が
あ
る
。
153
0
年
（室
町
時
代
）

松
盛
院
田
代
浜
大
泊
55

33. 
木
造
聖
観
音
坐
像

＜
法
飛
＞

一
躯

江
戸
時
代

坐
甜
3
1.8
嬰
際
邸
22.4
m
ー
顎
15
.8
而
長
6.7
而
船
6.4
耳
張
8
.3
耳
染
張
7.8
面
奥
8.
5
坐
奥

2
2
.3
 
肘
張
14.
9
 肘
張
19
.3
Itを
張
22
.5
11を
甜
（右）
54
 .9 
(左
）
5
.1
 

＜
形
状
＞

偏
杉
を
苅
し
、
そ
の
上
に
偏
祖
右
府
に
納
衣
を
線
う
。
両
手
を
1汎
秤
し
、
右
手
は
衣
端
を
射
り
、
左
手
は
第
1
、
3
指

32 

33 
34
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を
捻
じ
て
）
l及
前
に
挙
げ
る
。
右
足
前
に
結
珈
妹
坐
す
る
。
(
¥
}
を
造
り
、
そ
の
前
方
に
化
イ
ム
を
配
す
る
。

＜
品
質

•
構
造
＞

体
幹
部
は
前
後
二
材
と
し
体
側
部
は
左
側
で
二
材
、
右
側
で
一
材
と
す
る
。
JI輝
iに
一
材
を
寄
せ
、
体
幹
部
材
と
1條

前
材
の
間
に
一
材
を
挟
む
。
It径
前
材
は
低
部
を
浅
く
彫
り
込
む
。
膝
前
材
と
中
I/IJ材
の
接
合
は
、
差
し
と
す
る
。
特、

両
手
先
は
別
材
矧
ぎ
付
け
と
す
る
。

全
身
に
後
補
の
漆
挽
り
を
施
す
。
彩
色
は
後
補
。
化
仏
、
天
冦
台
、
白
屯
を
金
色
と
し
、
口
唇
、
光
'Ir
に
朱
色
を
施
す
。

＜
備
考
＞

胎
内
に
窃
進
者
名
を
泌
1':=す
る
。

普
誓
寺
l"
lJ協
字
中
ifl/
15

34
.
 木
造
大
日
如
来
坐
像

一
躯

江
戸
時
代

＜
法
秘
＞

像
泊
¥19.
1

＜
形
状
＞

条
,'j¥、
裳
を
入
咋
け
、
宝
冠
を
か
ぶ
り
、
Jj如
前
で
杓
硲
印
を
粘
ん
で
、
右
足
前
に
結
珈
欺
坐
す
る
。

＜
品
質

•
構
造
＞

体
部
根
幹
材
は
前
後
二
材
と
し
、
両
腰
脇
に
三
角
材
を
窃
せ
る
。
膝
前
に
一
材
を
寄
せ
る
。
宝
冠
は
銅
製
鍍
金
透
彫
。

白
咆
は
水
品
。
頭
嬰
に
渇
色
を
施
す
。
根
幹
材
の
み
当
初
の
も
の
と
見
倣
さ
れ
る
。

広
済
寺
住
吉
lllf
2
 -
4
 -46

35. 
木
造
菩
薩
坐
像

躯
江
戸
時
代

＜
法辿
＞
像
甜
65.8

＜
形
状
＞

髪
を
結
い
、
天
衣
、
条
畠
、
掌
を
着
し
、
合
掌
し
て
坐
す
。
頭
部
正
面
に
は
銅
製
透
し
彫
の
冠
飾
を
付
け
る
。

＜
品
質
・
構
造
＞

体
幹
部
は
前
後
二
材
と
し
、
地
付
き
ま
で
苓
る
。
そ
の
J.'1J1m
を
複
数
の
材
で
l)ll
み
下
肢
を
形
成
す
る
。
鉗
l製
の
冠
飾

を
付
け
る
。
天
衣、
条
出
等
は
別
J材
矧
ぎ
付
け
と
す
る
。
右
肘
先
が
脱
落
し
て
い
る
。
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福
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焦
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I
-
4
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専

称

廃

寺

板

碑

調

査

報

調

査

期

間

昭
和
六
二
年
七
月
二
四
日
ー
ニ
六
日

調

査

貝

佐
藤
雄
一
（
宮
城
県
石
巻
高
等
学
校
）

調
査
補
助
貝

鴨
原
由
起
子
中
村
留
美

（石
巻
市
立
女
子

繁
田
恵
美
高
松
美
投
子
商
業
商
等
学
校
）

石
巻
市
鹿
凄
の
鹿
妻
山
の
南
麓
に
あ
た
り
、

現
在
は
菅
原
神
社
と
な
っ
て
い
る
。
専
称
廃
寺

の
板
碑
と
さ
れ
る
名
号
板
碑
群
は
、
こ
の
衷
手

に
整
理
保
存
さ
れ
て
い
る
。

2
、
鹿
妻
山
専
称
寺
縁
起

鹿
要
山
専
称
寺
の
縁
起
に
つ
い
て
は
、
仙
台

市
在
住
の
葛
西
正
人
氏
所
有

a
の
文
牲
を
よ
り

ど
こ
ろ
と
し
た

r
石
巻
市
史
』
第
二
巻
（
第
八

篇
宗
教
第
三
章
廃
寺
の
址
距
）
の
記
述
が

定
説
化
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
次

の
よ
う
な
記
述
で
あ
る
。

鹿
要
山
専
称
寺
・
登
米
郡
寺
池
村
⑦
鹿
要
山

専
称
寺
（
時
宗
）
は
相
州
藤
沢
山
消
浄
光
寺
の

末
寺
の
跡
也
。
建
武
元
年
遊
行
上
人
の
後
安
固

上
人
の
開
基
也
。
上
人
は
葛
西
家
の
子
也
、
七

歳
の
時
関
束
に
て
狐
の
為
に
城
中
よ
り
引
出
さ

れ
し
を
経
ね
、
遊
行
二
代
佗
詞
上
人
①
巡
国
の

硼
弟
子
と
な
し
、
狐
上
人
と
世
に
唱
え
ら
れ
し

は
こ
れ
な
り
。
有
徳
堅
国
に
し
て
、
遊
行
五
代

を
相
綬
す
。
然
る
と
こ
ろ
葛
西
当
国
牡
鹿
郡
日

ー
、
鹿
妻
山
専
称
廃
寺
の
位
置

和
山
に
取
り
移
り
在
城
の
後
、
上
人
緑
を
以
て

湊
村
の
内
鹿
要
に
於
て
専
称
寺
を
建
立
し
て
七

十
石
を
寄
付
す
。
守
本
的
行
基
作
の
阿
弥
陀
如

来
を
納
む
そ
の
後
当
村
へ
在
城
刻
、
供
投
寺
な

り
、
没
後
以
後
退
転
及
廃
寺
同
然
の
所
、
遊
行

四
十
九
代
一
法
上
人
正
徳
二
年
修
行
の
糊
相
忍

宗
門
に
て
奥
州
の
古
跡
也
。
況
や
景
色
新
た
な

る
を
思
ひ
八
娯
の
和
歌
読
残
す
。

こ
の
記
述
に
よ
る
と
専
称
寺
は
遊
行
五
代
安

国
上
人
の
開
硲
に
か
か
り
、
葛
西
氏
の
供
妥
寺

で
あ
っ
た
と
す
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
仙
台

葛
西
氏
文
柑
が
信
ぴ
ょ
う
性
の
高
い
史
科
と
し

て
採
用
さ
れ
て
よ
い
も
の
か
ど
う
か
の
疑
問
が

残
る
の
で
あ
る
。

疑
問
の
第
1
点
は
遊
行
五
代
安
国
上
人
が
本

当
に
葛
西
氏
の
出
身
で
あ
る
の
だ
ろ
う
か
と

い

う
こ
と
で
あ
り
、
第
2
点
は

r
石
巻
市
史
』
の

引
用
文
献
中
に
あ
る

ー
（
前
略
）
遊
行
四
十
九
代
一
法
上
人
正
徳
二

年
修

（遊
か
）
行
の
糊
相
恥
宗
門
に
て
奥
州
の

古
跡
也
ー

と
い
う
記
述
が
果
た
し
て
真
実
か
ど
う
か
と
い

う
点
で
あ
る
。

第
1
点
の
安
国
上
人
の
出
自
に
つ
い
て
は

「
遊
行
•
藤
沢
両
上
人
歴
代
系
譜
」
④
に
よ
る
と

安
国
上
人

遊
行
五
代

藤
沢
二
代

生
国
相
州
澁
谷
（
師
阿
と
琥
す
、
三
代
阿
智
得

の
弟
子
）
、
人
皇
九
十
五
代
後
醍
醐
天
皇
即
位

七
年
正
中
乙
丑
歳
正
月
十
一
日
於
武
州
芝
宇
宿

石
巻
市
文
化
財
保
談
委
員

11
蒔
t

雄
i

告

四
十
七
賦
算
、
遊
行
三
年
、
嘉
暦
二
T

丑
蹄
入

藤
澤
山
独
住
十
一
年
、
延
元
二
T

丑
十
二
月
三

日
於
藤
澤
山
五
十
九
入
滅

と
あ
り
、
相
模
国
澁
谷
を
生
国
と
し
て
い
る
。

こ
の
史
料
は
藤
沢
消
浄
光
寺
蔵
（
天
保
十
一
年

成
）
澄
学
編
の
「
遊
行
•
藤
沢
両
御
歴
代
系
譜
」

を
底
本
と
し
て
翻
刻
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
の
で
、

史
科
と
し
て
の
信
ぴ
ょ
う
性
は
高
い
も
の
と
判

断
さ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
と
て
も
、
今
井
雅

昭
氏
の
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
史
実
と
し

て
確
認
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
弱
点
は

あ
る
の
で
あ
る
。

疑
問
の
第
2
点
に
つ
い
て
は
、
「
遊
行
日
鑑
．

第
一
巻
」
正
徳
二
年
の
項
に

正
徳
二
年
十
一
月
三
日
寺
崎
登
米
専
称
寺
姪
六

半
御
滸

・
・
・

十

一
月
九
日
戸
米
と
よ
ま
専
称

寺
御
立
、
七
半
位
朝
明
御
発
馬

と
あ
り
、
登
米
専
称
寺
に
は
六
泊
七
日
の
滞
在

記
録
は
あ
る
が
、
そ
こ
か
ら
直
接
、
石
巻
の
専

称
廃
寺
跡
に
立
寄
っ
た
と
い
う
記
述
は
な
い
。

こ
れ
ら
二
つ
の
疑
問
点
か
ら
し
て
、
『
石
巻

市
史
』
所
収
の
雁
衷
山
専
称
廃
寺
に
か
か
わ
る

記
述
は
、

一
応
保
留
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
も
の

で
あ
る
と
思
う
。

施
妾
山
専
称
廃
寺
の
開
基
を
遊
行
五
代
安
国

上
人
と
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
今
井
雅
昭
氏
は

の
中
で
次
の
よ

r
中
世
社
会
と
時
宗
の
研
究
』

う
に
論
ぜ
ら
れ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
安
国
上
人
の
出
身
に
つ
い
て
は
、

相
州
澁
谷
と
す
る
他
に
二
説
あ
り
、
第
一
は
大

崎
氏
出
身
説
で
あ
り
、
第
二
は
葛
西
氏
出
身
説

で
あ
る
と
い
う
。
そ
の
第
一
の
大
崎
氏
出
身
説

は
、
仙
台
市
真
福
寺
（
時
宗
）
の
安
永
四
年
（
一

七
七
五
）
の
年
紀
の
あ
る
版
木
本
⑤
が
示
す
説

で
、
奥
州
の
奈
族
大
崎
太
膳
太
夫
義
孝
の
息
男

と
い
う
説
で
あ
る
。
こ
の
縁
起
に
よ
れ
ば
、
安

国
上
人
は
弘
安
元
年
（

ー
ニ
七
八
）
春
の
誕
生
、

陵
奥
の
領
主
大
崎
太
膳
太
夫
義
孝
の
嫡
男
で

あ
っ
て
、
三
歳
の
時
ま
で
狐
に
育
て
ら
れ
た
と

す
る
。
し
か
し
、
大
崎
氏
は
足
利
氏
の

一
族
斯

波
氏
の
支
族
で
あ
り
、
鎌
倉
後
期
に
足
利
家
氏

が
奥
州
斯
波
郡
に
下
っ
て
斯
波
を
称
し
た
の
を

そ
の
始
め
と
し
て
い
る
。
家
氏
の
沿
孫
窃
経
の

弟
は
南
北
朝
中
期
の
文
和
三
年
(
-
三
五
四
）
、

序
氏
に
よ
っ
て
奥
州
探
題
に
任
ぜ
ら
れ
、
奥
州

国
府
に
下
向
し
た
。
こ
の
奥
州
探
題
家
が
下
総

の
大
崎
荘
を
も
領
有
し
て
い
た
関
係
で
大
崎
氏

を
名
の
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
と
す
れ

ば
、
「
開
山
安
国
上
人
略
縁
起
」
に
い
う
と
こ

ろ
の
弘
安
元
年
（
ー
ニ
七
八
）
に
お
け
る
「
当

国
前
領
主
大
崎
大
膳
太
夫
義
孝
」
の
存
在
は
あ

り
得
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
と

い
う
。
よ
っ
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3
、
六
字
名
号
の
由
体
に
つ
い
て

て
安
国
上
人
大
崎
氏
出
身
説
は
、
成
立
し
な
い

こ
と
に
な
る
。

第
二
の
葛
西
氏
出
身
説
は
、
前
に
も
一
部
論

じ
た
よ
う
に
、
大
崎
氏
出
身
説
と
同
様
、
確
実

な
史
料
で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
わ
け
で
は

な
い
。
し
か
も
、

r
石
巻
市
史
」
所
収
の
安
国

上
人
真
教
師
事
説
は
、
真
教
遊
行
上
人
と
な
っ

て
か
ら
は
奥
州
に
下
向
し
て
い
な
い
の
で
、
「
遊

行
二
代
佗
詞
上
人
巡
国
の
靭
弟
子
と
な
し
」
と

い
う
記
述
は
、
安
国
上
人
の
相
州
渋
谷
出
身
説
、

大
崎
氏
出
身
説
よ
り
も
信
ぴ
ょ
う
性
が
低
い
と

い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
。

し
た
が
っ
て
、
鹿
要
山
専
称
寺
縁
起
に
つ
い

て
は
、
た
し
か
な
文
献
が
確
認
で
き
な
い
と
い

う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
現
実
に
専
称
廃
寺
跡
と
推
定
さ
れ

る
鹿
要
菅
原
神
社
（
天
満
宮
）
の
地
に
多
数
の

名
号
板
碑
が
あ
り
、
そ
の
中
に
専
称
寺
住
職
の

刻
名
が
存
在
す
る
の
で
あ
る
。
い
っ
た
い
専
称

寺
は
誰
に
よ
っ
て
い
か
な
る
梢
況
の
下
で
開
か

れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
本
当
に
硲
西
氏
の
供
痰

寺
あ
る
い
は
菩
提
寺
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

葛
西
氏
と
時
宗
と
の
か
か
わ
り
を
ど
ん
な
こ
と

で
確
認
で
き
る
だ
ろ
う
か
。
今
後
の
課
題
で
あ

ろ
う
。

時
宗
板
碑
の
特
徴
を
表
す
も
の
に
、
碑
面
中

央
に
刻
さ
れ
て
い
る
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
の
六

字
名
号
が
あ
る
。
こ
の
名
号
の
原
初
柑
体
に
つ

い
て
は
服
部
消
道
氏
の
「
時
宗
名
号
の
原
初
書

体」
c
に
く
わ
し
い
が
、
服
部
氏
は
時
宗
名
号

の
柑
体
を
真

・
華
二
様
に
大
別
す
る
こ
と
が
で

き
る
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
現
存
す
る
歴
代
遊

行
上
人
の
遺
扱
に
よ
る
分
別
で
あ
る
が
、
伝
承

と
相
承
を
狙
視
す
る
仏
教
界
に
お
い
て
は
、
歴

代
遊
行
上
人
の
柑
体
は
、
そ
の
ま
ま
一
宗
の
唐

体
を
象
徴
さ
れ
る
も
の
と
理
解
さ
れ
る
と
し
て

い
る
。
そ
の
上
で
、
時
宗
に
お
け
る
真
柑
体
名

号
は
、
そ
の
定
形
を
遊
行
上
人
賦
釘
の
名
号
札

に
見
ら
れ
、
草
柑
体
名
号
は
宗
祖
l

遍
の
自
画

自
賛
像
に
み
ら
れ
る
と
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
兵

牲
体
名
号
の
守
体
を
遊
行
上
人
賦
符
の
名
号
札

と
重
ね
あ
わ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
す
る
傍
証
と

し
て
、
清
浄
光
寺
梵
鐘
銘
文
〔
延
文
元
年
（

一

三
五
六
）
七
月
五
日
〕
、
消
浄
光
寺
域
内
藤
沢

敵
御
方
供
妥
塔
銘
文
〔
応
永
二
五
年
(
-
四
八

四
）
十
月
六
日
〕
、
他
二
基
の
板
碑
」
を
あ
げ

て
お
ら
れ
る
。

の
草
苦
体
名
号
は
時
宗
名
号
の
原
初
柑
体
と
は

な
し
が
た
い
と
さ
れ
て
い
る
。

草
肉
体
名
号
の
そ
の
一ー
は
、
一
遍
肖
像
画
（
消

浄
光
寺
蔵
）
に
あ
る
も
の
で
、
一
遍
は
右
向
き

銑
足
で
、
胸
上
に
念
珠
合
掌
し
、
名
号
に
向
か
っ

て
称
名
念
仏
す
る
姿
で
立

っ
て
い

る
樅
図
で
あ

る
。服
部
氏
は
、
こ
の
二
様
の
構
図
に
つ
い
て
は
、

・・

年
銘

予
c喜
廷
麿
．偉
”
-
＝
＂
]
日
且
丑
い
A

像
に
酷
似
し
て
い
る
と
さ
れ
る
。
し
か
し
、
こ

れ
ら
二
様
の
草
書
体
名
号
は
、
型
絵
•
絵
詞
伝

（
横
浜
商
大
誌
纂

14
_
2
よ
り
）

）
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箋
震
馨
贔
翌
廣
認
隠
暑
匹g
勧

E

の
成
立
に
検
討
を
加
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
す

草
柑
体
名
号
の
源
流
は
一
迫
自
画
自
賛
と
さ
柑
体
と
し
て
表
現
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
さ

れ
る
が
、
そ
れ
に
は
二
様
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
れ
、
印
牲
体
名
号
が
板
碑
の
面
に
信
仰
標
描
と

と
い
う
。
す
な
わ
ち
、
そ
の
一
は
、
一
退
自
画
し
て
顕
わ
れ
た
の
は
、
真
教
以
後
、
数
代
経
っ

自
賛
像
と
伝
え
ら
れ
る
一
幅
に
あ
る
も
の
で
、
た
南
北
朝
時
代
の
こ
と
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

一
追
は
左
向
き
に
念
珠
合
掌
、
称
名
念
仏
す
る
以
上
の
よ
う
な
時
宗
名
号
世
体
に
関
す
る
服

姿
で
描
か
れ
、
眼
前
に
草
牲
体
名
号

一
誦
を
柑
部
氏
の
論
を
も
と
に
し
て
、
施
姜
山
専
称
廃
寺

い
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

跡
の
時
宗
板
碑
群
に
現
れ
た
名
号
柑
体
を
検
討

し
か
し
、
服
部
氏
は
市
内
の
捨
型
で
あ
る
こ
す
る
こ
と
に
す
る
。

と
を
自
虹
し
、
一
人
の
弟
子
も
欲
せ
ず
、
「
我
専
称
廃
寺
板
碑
群
の
最
古
の
も
の
は
他
2
建

が
化
椋
は
一
期
ば
か
り
そ
」
と
宜
し
、
一
所
不
武
四
年
（
元
弘
元
年
と
併
記
）
銘
の
口
阿
弥
陀

住
、
最
後
は
化
益
十
余
年
を
南
無
阿
弥
陀
仏
に
仏
、
西
阿
弥
陀
仏
の
銘
記
の
あ
る
も
の
で

g

つ
く
し
去
っ
た
一
遍
に
自
画
自
校
像
の
存
在
そ
「
阿
弥
陀
仏
」
の
孟
加
」
の
弓
偏
が
半
円
形
に

の
も
の
が
不
合
理
で
あ
る
と
さ
れ
て
お
り
、
こ
近
い
紺
き
方
で
あ
る
が
、
真
柑
体
に
近
い
も
の

で
あ
り
、

一
年
後
の
紀
年
銘
で

N
O
3
の
暦
応
元

年
(
-
三
三
八
）
の
志
阿
弥
陀
碑
は
明
ら
か
に

兵
牲
体
で
あ
る
。
第
三
番
目
に
古
い
碑
は

N
o
4

の
一
阿
弥
陀
碑
で
あ
り
、
中
央
名
号
の
第
四
字

「
弥
」
の
弓
偏
は
明
ら
か
に
半
円
形
に
紺
か
れ

て
お
り
、
草
柑
体
名
号
で
あ
る
。
服
部
氏
の
指

摘
の
よ
う
に
、
石
巻
地
方
に
お
い
て
も
草
牲
体

名
号
が
使
わ
れ
る
の
は
南
北
朝
時
代
に
入
っ
て

か
ら
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

以
後
、
専
称
廃
寺
跡
板
碑
群
に
お
け
る
名
号

牲
体
の
表
れ
か
た
は
、
真
草
両
柑
体
に
特
に
目

立
っ
た
特
徴
は
見
ら
れ
な
い
が
、
栂
1
7
の
永
徳

三
年
(
-
三
八
ー
―
-
）
の
貞
阿
弥
陀
の
草
柑
体
名

号
か
ら
永
亨
二
年
(
-
四
三

0
)
の
口
阿
弥
陀

仏
の
草
柑
体
名
号
に
い
た
る
一
―
基
の
う
ち
八

基
ま
で
が
草
fleLr
体
名
号
で
あ
る
の
は
、
こ
の
時

期
は
草
牲
体
名
号
が
主
流
で
あ
っ
た
の
で
は
な

か
ろ
う
か
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
専
称
廃
寺
跡
板
碑
群
に

時
宗
特
有
の
草
世
体
名
号
板
碑
が
あ
る
こ
と
は

専
称
廃
寺
が
時
宗
で
あ
る
こ
と
を
裏
づ
け
る
有

力
な
手
掛
か
り
を
あ
た
え
て
く
れ
る
こ
と
に
な

る
の
で
あ
る
。

専
称
廃
寺
が
時
宗
で
あ
る
こ
と
は
、
独
特
の

草
名
体
名
号
板
碑
の
存
在
に
よ
っ
て
ほ
ぼ
動
か

し
が
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
こ
れ
が
葛
西
氏

の
供
投
寺
で
あ
る
か
ど
う
か
の
解
明
は
こ
こ
に

あ
る
名
号
板
碑
群
か
ら
は
引
き
出
す
こ
と
が
で

き
な
い
。
こ
れ
か
ら
の
研
究
に
期
待
し
た
い
も

の
で
あ
る
。

鹿
要
山
専
称
寺
は
葛
西
氏
の
菩
提
寺
で
あ
る

と
応
う
い
い
っ
た
え
が
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ

は
専
称
寺
縁
起
に
お
い
て
考
察
し
た
よ
う
に
、

5
．
専
称
廃
寺
の
創
建
年
代
に
つ
い
て
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安
国
上
人
を
葛
西
氏
の
出
身
と
す
る
に
は
無
理

が
あ
る
よ
う
で
、
さ
ら
に
『
石
巻
市
史
」
に
使

わ
れ
た
史
料
が
、
根
本
的
に
史
科
的
価
伯
が
と

ぽ
し
い
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
の
で
、
専
称
寺

の
葛
西
氏
菩
提
寺
説
は
改
め
て
別
の
観
点
か
ら

考
察
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
に
な
る
と
思

わ
れ
る
。

鹿
淡
山
専
称
寺
の
縁
起
に
つ
い
て
は
、
藤
沢

市
の
消
浄
光
寺
に
も
何
ら
史
料
と
な
る
記
述
は

な
く
、
石
巻
か
ら
登
米
に
移
っ
て
現
存
す
る
鹿

妻
山
専
称
寺
に
も
ま
っ
た
く
記
録
は
な
い
。
し

た
が
っ
て
、
今
の
と
こ
ろ
鹿
要
山
専
称
寺
を
さ

ぐ
る
手
だ
て
は
、
廃
寺
跡
で
あ
る
現
在
の
菅
原

神
社
境
内
に
整
理
さ
れ
て
い
る
板
碑
を
手
掛
り

に
す
る
以
外
に
方
法
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

ま
ず
、
専
称
廃
寺
板
碑
群
の
中
か
ら
、
葛
西

氏
に
関
係
す
る
だ
ろ
う
と
推
測
さ
れ
る
も
の
を

さ
ぐ
っ
て
み
る
と
、
次
の
二
基
に
な
る
。

⑰
至
徳
元
年
九
月
十
日
蓮
阿
弥
陀
仏
五
七
日

⑪
応
永
三
年
九
月
六
日
蓮
阿
弥
陀
仏

で
あ
る
。
こ
の
二
基
の
名
号
曹
体
は
真
柑
体
で

あ
り
、
こ
の
二
基
に
共
通
す
る
「
蓮
阿
弥
陀
仏
」

は
、
葛
西
氏
七
代
良
消
は
蓮
阿
の
詮
名
を
う
け

て
い
る
こ
と
か
ら
、
良
消
の
供
登
碑
と
考
え
た

い
と
こ
ろ
で
あ
る
が
⑰
は
五
七
日
の
供
焚
碑
で

あ
る
の
で
、
こ
の
碑
の
被
葬
者
は
、
八
月
五
日

ご
ろ
に
死
去
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
し
か

し
、
七
代
良
消
は
典
国
四
年
(
-
三
三
九
）
七

月
十
三
日
、
あ
る
い
は
貞
治
四
年
(
-
三
六
五
）

四
月
七
日
の
没
年
と
さ
れ
る
の
で
年
代
的
に
は

適
合
し
な
い
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
「
蓮
阿
弥
陀
仏
」
を
葛
西
氏

と
結
び
つ
け
る
こ
と
は
こ
れ
か
ら
だ
け
で
は
無

理
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
よ
っ
て
鹿
要
山
専
称

寺
と
葛
西
氏
と
の
か
か
わ
り
は
現
在
の
と
こ
ろ

不
明
と
し
て
お
く
よ
り
仕
方
が
な
い
の
で
は
な

か
ろ
う
か
。
今
後
は
、
葛
西
氏
と
い
う
中
世
武

士
団
の
一
氏
族
に
限
っ
て
考
察
す
る
の
で
は
な

く
、
ひ
ろ
く
中
世
武
士
団
と
時
宗
と
の
か
か
わ

り
、
特
に
時
衆
の
陣
俯
と
し
て
の
活
躍
な
ど
を

考
察
の
視
野
に
入
れ
て
、
考
察
が
な
さ
れ
る
必

要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

そ
れ
で
は
鹿
要
山
専
称
廃
寺
は
い
つ
ご
ろ
の

創
建
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
硲
西
氏
と
の
か

か
わ
り
を
一
応
は
な
れ
て
検
討
し
て
み
る
こ
と

に
す
る
。
専
称
廃
寺
の
創
建
の
時
期
を
推
測
さ

せ
る
板
碑
が

油

5
貞
治
五
年
十
一
月
十
二
日
専
称
寺
二
代

の
碑
で
あ
る
。
こ
の
板
碑
を
専
称
寺
一
一
代
の
供

尭
碑
と
考
え
れ
ば
、

こ
の
時
期
に
、
す
で
に
専

称
廃
寺
は
創
建
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
し
、

こ
こ
に
あ
る
阿
弥
陀
仏
号
を
も
つ
板
碑
を
専
称

廃
寺
ゆ
か
り
の
碑
と
考
え
れ
ば
、
栂
2
の
建
武

四
年
(
-
三
三
七
）
を
―
つ
の
目
安
と
考
え
て

差
し
つ
か
え
な
さ
そ
う
で
あ
る
。
建
武
四
年
と

併
記
さ
れ
て
い
る
元
弘
元
年
(
-
三
三
一
）

ま

で
さ
か
の
ぼ
れ
る
と
し
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

こ
の
年
が
直
接
、
専
称
廃
寺
の
創
建
と
か
か
わ

り
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
う
で
な
い
と

か
ん
が
え
る
こ
と
も
で
き
る
の
で
、
一
応
、
専

称
廃
寺
の
創
建
を
建
武
四
年
以
前
と
し
て
お
き

た
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
南
北
朝
初
期
か
、
さ

か
の
ぽ
っ
て
も
鎌
倉
末
期
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で

あ
る
と
推
察
さ
れ
る
。

6
．
文
鬼
元
年
碑
に
つ
い

て

「
文
鬼
」
と
い
う
年
号
は
朝
廷
の
定
め
た
公

年
号
の
中
に
は
な
い
も
の
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る

私
年
号
R
あ
る
い
は
偽
年
号
、
異
年
号
、
逸
年

号
な
ど
と
い
わ
れ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

「
文
鬼
」
を
「
ぶ
ん
き
」
と
読
む
と
す
れ
ば
「
文

几
」
に
(
-
五

0
1
-
一
五

0
三）

に

一
番
近

い
年
号
と
な
り
そ
う
で
あ
る
が
、
専
称
廃
寺
跡

板
碑
群
の
下
限
年
代
の
判
明
し
て
い
る
の
が
永

墜
一
年
(
-
四
三

0
)
で
あ
る
の
で
、
ほ
ぽ
七

0
年
間
の
開
き
が
あ
る
。
「
文
亀
」
に
比
定
す
る

の
は
無
理
の
よ
う
な
気
が
す
る
。
そ
れ
で
は
「
南

無
阿
弥
陀
仏
」
の
六
字
名
号
の
世
体
が
専
称
廃

寺
跡
板
碑
群
の
他
の
名
号
紺
体
と
共
通
性
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
と
て
も
文
鬼
元
年
碑
の
名

号
柑
体
は
専
称
廃
寺
跡
の
他
の
年
紀
が
明
白
な

名
号
板
碑
の
肉
体
と
は
微
妙
に
述
っ
て
い
て
、

こ
れ
か
ら
「
文
鬼
」
の
年
代
に
迫
る
こ
と
も
な

か
な
か
む
ず
か
し
い
こ
と
で
あ
る
。

私
年
号
は
こ
れ
ま
で
四
十
例
以
上
知
ら
れ
て

い
る
と
い
わ
れ
る
が
、

一
例
だ
け
で
し
か
知
ら

れ
て
い
な
い
も
の
も
あ
る
と
い
う
か
ら
、
「
文

鬼
」
も
そ
の
例
な
の
で
あ
ろ
う
。「
亀
」
は
「
鬼
」

に
通
じ
な
い
と
す
れ
ば
、
「
文
鬼
」
の
年
号
の

意
味
す
る
と
こ
ろ
は
ど
ん
な
こ
と
な
の
だ
ろ
う
。

私
年
号
に
用
い
ら
れ
る
字
は
「
大
」
、
「福
」
、
「
宮
」
、

「
寿
」
と
い
っ
た
め
で
た
い
字
が
選
ば
れ
る
こ

と
が
多
い
と
さ
れ
る
。「
亀
」
の
め
で
た
さ
は

わ
か
る
よ
う
な
気
が
す
る
が
、
「
鬼
」
と
は
ど

う
し
た
こ
と
だ
ろ
う
。

専
称
廃
寺
跡
の
時
宗
板
碑
群
は
、
専
称
寺
縁

起
に
つ
い
て
、
ま
だ
不
確
か
な
と
こ
ろ
に
あ
る

に
し
て
も
、
石
巻
と
葛
西
氏
と
の
直
接
的
な
関

係
を
示
す
史
科
が
極
端
に
少
な
い
現
状
か
ら
、

よ
り
一
層
の
保
存
の
手
だ
て
を
講
ず
る
必
要
が

あ
る
だ
ろ
う
。

現
在
、

こ
の
板
碑
群
は
菅
原
神
社
の
衷
手
に

7
．
保
存

に
つ
い

て

地
区
の
篤
志
家
の
好
意
に
よ
っ
て
、
一
応
、
保

存
の
手
だ
て
は
購
ぜ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

一
部
は

nli単
に
移
動
可
能
な
状
況
に
な
っ
て
い

る
。
し
た
が
っ
て
、
菅
原
神
社
左
手
の
空
地
は

き
れ
い
に
整
地
さ
れ
て
お
り
、
板
碑
群
保
存
に

も
適
当
な
広
さ
も
あ
る
の
で
、
現
在
の
場
所
か

ら
神
社
左
側
に
移
動
し
て
、
散
逸
を
防
ぐ
た
め

の
処
置
を
施
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
思
う
。

註

①
江
戸
時
代
の
文
牲
で
あ
る
。

②
匪
妻
山
専
称
寺
が
登
米
郡
寺
池
村
所
在
と

な
っ
て
い
る
の
は
、
天
文
年
間
十
五
代
睛
胤

の
代
に
葛
西
氏
が
石
巻
日
和
山
城
よ
り
、
登

米
寺
池
城
に
移
っ
た
際
に
、
専
称
寺
も
石
巻

鹿
要
よ
り
登
米
郡
寺
池
村
に
移
っ
た
た
め
で

あ
る
。

③
r
石
巻
市
史
』
は
佗
詞
上
人
と
な
っ
て
い
る
が
、

佗
阿
上
人
の
誤
り
で
あ
り
‘
遊
行
二
祖
陀
阿

上
人
の
こ
と
で
あ
る
。

④
橘
俊
道

・
圭
室
文
雄
編

r
庶
民
信
仰
の
源
流

1
時
宗
と
遊
行
型
I
」
所
収
・
史
科
二
、

遊
行
藤
沢
両
上
人
御
歴
代
系
諾
（
高
野
修
紺
）

参
照

⑤
版
木
本
の
全
文
が
「
中
低
社
会
と
時
宗
の
研

究
」
の
五

一
頁
ー
五
二
頁
に
か
け
て
紹
介
さ

れ
て
い
る
。

⑥
横
浜
商
科
大
論
集

・
一
四
ー
ニ

⑦
図
版
栂
ー
の
板
碑
は
永
仁
と
読
め
る
よ
う
で

あ
る
が
、
不
確
か
な
の
で
、
は
ず
し
て
お
く
。

⑧
私
年
号
に
つ
い
て
は
国
史
大
辞
典
第
七
巻

（
吉
川
弘
文
館
）
私
年
号
（
千
々
和
到
）
の

項
参
照
。
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高さ： 85cm 
幅： 24cm 

厚さ： 11cm 

<1296 ?> 

<1396> 

No. 1 

D
阿
弥
陀
佛

南
無
阿
弥
陀
佛

二

永

仁

年

七

月
四
日

二

No. 2 

（
南
無
）
阿
弥
陀
佛

遣
武
四
年
正
月
三
日

□
阿
弥
陀
佛

西
阿
弥
陀
佛

元
弘
元
年
五
月
廿
日

高さ： 120cm 

幅： 31cm 
厚さ： 10cm 

<1331> 
<1337> 
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No. 3 

志
阿
弥
陀
佛

南
無
阿
弥
陀
佛

暦
應
元
年
七
月

高さ： 134cm 

幅： 61cm 

原さ： 12cm 

<133B> 
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No. 5 

専
弥
寺
二
代

南
無
阿
弥
陀
佛

貞
治
五
年
十

一
月

十
六
日

高さ： 85cm 

幅： 45cm 

厚さ： 7 cm 

<1366> 
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＿

(24) 

永
阿
弥
陀
佛

南
無
阿
弥
陀
佛

貞
治
六
年
五
月
十
九
日

高さ： 127cm 
幅： 43cm 
厚さ： 15cm 

<1367> 

No. 7 

ememem 

4
9
2
6
6
>
 
8
 
6
 

49cm

竺
幅
悶

清
阿
弥
陀
佛

貞
治
七
年
六
月

二
日
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No. 8 

恵
阿
弥
陀
佛

南
無
阿
弥
陀
佛

貞
治
七
年
三
月
六
日

志さ ：66cm 

幅 ：23cm 
厚さ： 11cm 

<1368> 

No. 9 

（
金
）
大
日

乃
至
法
界
平
等
利
益
口
也

施

応

安

二

年

三

月

八

日

敬

白主

右
志
者
為
ー
清
阿
弥
陀
佛 高さ：83cm 

幅： 29cm 
原さ： 10cm 

<1369> 
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No. 10 

高さ： 108cm 
幅： 38cm 

厚さ： 6 cm 

<1374> 

見
阿
弥
陀
佛

南
無
阿
弥
陀
佛

高さ： 88cm 
幅 ：26cm 
厚さ： 9 cm 

<ms> 

初
日
時
正
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（金
）
大
日

年
之

右
志
者
為
過
去
先
批
妙
栄
禅
尼
州
三

戌

敬

永

和

四

年

孝

子

午

白

乃
至
法
界
平
等
利
益
也

高さ： 100cm 

幅： 23cm 

厚さ： 15cm 

<1378> 

住
阿
弥
陀
佛
三
十
三
廻

南
無
阿
弥
陀
佛

康

L
二
年
三
月
廿
四
日

高さ： 88cm 
幅： 24cm 

原さ： 12cm 

<1380> 



No. 14 

重
阿
弥
陀
佛

南
無
阿
弥
陀
佛

三
十
五
日

康
暦
三
年

二
月
廿
四
日

高さ： 103cm 

幅： 26cm 

厚さ： 11 cm 

<1381> 
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南
無
阿
弥
陀
佛

永
徳
二
年
七
月
廿
八
日

逆

善
阿
弥
陀
佛
修

高さ： 90cm 

幅： 25cm 
厚さ： 11cm 

<1382> 

貞
阿
弥
陀
佛

（
南
無
）
阿
弥
陀
佛
三
十
三
年
忌

二
月

永
徳
三
年

廿
D
日

高さ： 76cm 
幅 ：32cm 
厚さ： 13cm 

<1383> 



No. 18 

壬

至
徳
元
年
九
月
十
日

五
七
日

蓮
阿
弥
陀
佛

欠
）
阿
弥
陀
佛

商さ： 113cm 

幅： 37cm 

厚さ： 12cm 

<1384> 
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第

三

年

朝

阿

弥

陀

佛

南

無

阿

弥

陀

佛

明
徳

九
月

年

六
日

高さ： 96cm 

幅： 40cm 

厚さ： 10cm 

<1392> 

No.20 

r 南
永無
DD阿
元弥

弥

陀

仏



No. 21 
南
無
阿

高さ： 98cm 
慶弥理
阿陀阿

幅： 39cm 弥佛弥

厚さ： 12cm 陀 陀

<1395> 佛 佛

九八r
日月永
十二
二 年
日

蓮
阿
弥
陀
佛

無
阿
弥
陀
佛應
永
三
年九
月
六
日
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No. 23 

高さ： 104cm 

幅：31cm 

厚さ： 11cm 

<1411> 

南
無

列
阿
禅
門

阿
弥
陀
佛
應
永
廿
八
年
三
月
廿
三
日

百
ケ
日

No.24 

智
現
禅
門
位

南

無

阿

弥

陀

佛

三

十

三

年

應
永
二
十

一
年
二
月
七
日

高さ： 94cm 

幅 ：18.5cm 
原さ： 12cm 

<1414> 



(34) 

善
阿
禅
門

一
周
忌

陀
佛廿
五
年
七
月
十
三
日

高さ： 55cm 
幅： 21cm 

厚さ： 10cm 

<1418> 

No.26 

南
無
阿
弥
陀
佛

専
称
寺
四
代
覚
阿
弥
陀
佛
位

応
永
廿
七
年
九
月
十
日

高さ： 142cm 
幅： 32cm 
厚さ： 20cm 

<1420> 



(35) 

高さ： 72cm 
幅： 35cm 

厚さ ：7.5cm 

<1420> 

辞
西
口
阿
弥
陀
佛

敬

南
無
阿
弥
陀
佛

口
白

永
享
二
年
十

一
月
十
八
日
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高さ： 94cm 

幅： 21cm 

厚さ： 8 cm 

臨
阿
弥
陀
佛

南
無
阿
弥
陀
佛
文
鬼
元
年
七
月
廿
九
日

孝
子
敬
白

No.30 

飯
西
定
阿
弥
陀
仏
位

南
無
阿
弥
陀
佛

口

高さ： 78cm 

幅： 35cm 

厚さ： 9 cm 
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（
阿
弥
陀

e
m
e
m
e
m
 

7
8
2
8
1
2
 

•••••• 
釦

幅

釦

右
志
者
□
ロ
ロ
ロ

（
阿
弥
陀
）

往
生
極
楽
□
ロ
ロ
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（
阿
閃
）

志さ： 92cm 

幅： 32cm 

厚さ： 13cm 

No.37 

南
無
阿

高さ： 50cm 

幅： 33cm 

厚さ： 5 cm 

No.36 

南
無

高さ： 45cm 

幅： 26cm 

厚さ： 5.5cm 
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◎
歪

①

「
中
町
」

石
柱
は

「
中
町
」
と
い
う
今
は
使
わ
れ
な
く

な
っ
た
昔
の
町
名
を
後
世
に
伝
え
る
た
め
に
当

教
育
委
貝
会
が
建
て
た
も
の
で
す
。

「
中
町
」
は
「
本
町
」
と
な
ら
ん
で
北
上
川

／ f 

西
岸
に
あ
る
町
の
な
か
で
は
最
も
古
い
町
で
す
。

江
戸
時
代
の
な
か
ば
に
は
、
代
官
屋
敷•
八
戸

溜
米
蔵

・
旅
龍
な
ど
が
並
ぶ
繁
華
街
と
な
っ
て

い
ま
し
た
。
現
在
は
当
時
の
面
影
を
偲
ぶ
建
物

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
や
は
り
石
巻
の
繁
華
街
で

あ
る
こ
と
に
は
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。

②

旧
石
巻
警
察
署
跡

説
明
板
は

「旧
石
巻
警
察
署
跡
」
で
す
。
明

治
二
0
年

(
-
八
八
八
）
に
門
脇
本
町
に
あ
っ

た
警
察
の
庁
舎
が
大
火
で
類
焼
し
て
し
ま
っ
た

た
め
、
明
治
二
二
年
に
中
町
に
新
築
移
転
し
た

も
の
で
す
。
建
物
は
明
治
洋
風
の
建
築
で
し
た
。

石
巻
の
近
代
笞
察
は
、
明
治
六
年
の
巡
遁
屯
所

の
設
骰
が
そ
の
始
ま
り
で
す
。
そ
の
後
明
治
一

0
年
に
石
巻
警
察
署
と
し
て
門
脇
に
庁
舎
を
設

骰
し
、
前
述
の
よ
う
に
明
治
二

0
年
に
類
焼
し

て
し
ま
っ
た
の
で
し
た
。

そ
れ
で
は
、
い
よ
い
よ
歩
き
始
め
ま
し
ょ
う
。

橋
通
り
に
出
て
右
折
し
、
西
内
海
橋
を
渡
る
と

中
瀬
で
す
。
右
手
に
見
え
る
造
船
所
へ
曲
が
る

角
に
説
明
板
が
あ
り
ま
す
。

③

内

海

橋

説
明
板
は
「
内
海
橋
」
に
つ
い
て
の
も
の
で

す
。
現
在
の
石
巻
市
内
に
は
、
北
上
川
を
横
断

ふ

る

さ

と

の

文

化

財

,
N
 

④

旧
石
巻
ハ
リ
ス
ト
ス
正
教
会
教
会
堂

こ
の
白
い
建
物
は
石
巻
市
指
定
文
化
財
の
旧

石
巻
ハ
リ
ス
ト
ス
正
教
会
教
会
堂
で
す
。
明
治

一
三
年
(
-
八
八

0
)
に
建
て
ら
れ
た
教
会
堂

で
、
現
存
す
る
日
本
の
教
会
建
築
の
な
か
で
は

木
造
と
し
て
は

一
番
古
い
建
物
で
す
。
も
と
も

と
は
千
石
町
に
建
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
老
朽

化
に
加
え
昭
和
五
三
年
の
宮
城
県
沖
地
袋
で
大

き
な
損
害
を
う
け
、
解
体
さ
れ
る
運
命
に
な
っ

た
の
を
石
巻
建
行
会
と
市
民
有
志
の
努
力
、
市

当
局
の
協
力
に
よ
っ
て
、
こ
こ
中
瀬
公
園
に
移

築
復
元
さ
れ
た
も
の
で
す
。

ハ
リ
ス
ト
ス
正
教
と
い
う
の
は
、
ギ
リ
シ
ア

正
教
の
こ
と
で
、
明
治
以
降
主
に
東
日
本
に
広

ま
っ
た
キ
リ
ス
ト
教
の

一
派
で
す
。
石
巻
地
方

へ
は
明
治

一
0
年
頃
に
入
っ
て
来
て
、
明
治

一
...旧石巻ハリストス正教会教会堂

歩

い

て

み

ま

せ

ん

か

紙
上
文
化
財
め
ぐ
り

す
る
橋
が
四
つ
あ
り
ま
す
が
、
内
海
橋
は
そ
の

な
か
で
一
番
は
じ
め
に
架
け
ら
れ
た
橋
で
す
。

「内
海
橋
」
と
い
う
名
前
は
、
橋
を
架
け
た
内

海
五
郎
兵
衛
に
ち
な
ん
で
い
ま
す
。

内
海
五
郎
兵
衛
は
稲
井
水
沼
の
人
で
、
明
治

一
五
年

(
-
八
八
三
）
に
数
々
の
困
難
を
乗
り

越
え
て
架
橋
に
成
功
し
ま
し
た
。
そ
の
開
通
式

に
あ
た
り
当
時
の
宮
城
県
令
（
県
知
事
）
松
平

正
直
が
内
海
五
郎
兵
衛
の
功
紹
を
謂
え
て
「
内

海
橋
」
と
命
名
し
ま
し
た
。

こ
の
と
き
の
橋
は
木
橋
で
、
内
海
五
郎
兵
衛

が
通
行
科
を
徴
し
ま
し
た
。
明
治
三
三
年
に
橋

が
県
に
寄
付
さ
れ
、
無
料
で
通
行
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
何
度
か
改
築
が
行
わ
れ
た
の
で
す

が
老
朽
化
し
た
の
で
、
昭
和
六
年
(
-
九
三

一）

か
ら
八
年
に
か
け
て
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
永
久

橋
に
架
け
替
え
ら
れ
ま
し
た
。

◀
西
内
海

9
3
 



(41) 石 巻 市 文 化 財 だ ょ り

三
年
に
は
教
会
徴
が
建
て
ら
れ
ま
し
た
。

――

人
の
信
徒
か
ら
な
る
「
兄
弟
会
哉
」
が
結
成
さ

れ
、
建
設
の
大
き
な
力
と
な
り
、
建
設
牧
九
九

九
円
は
す
ぺ
て
信
徒
か
ら
の
献
金
で
ま
か
な
わ

れ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

木
造
二
階
建
•
総
瓦
茸
で
、
外
壁
は
し
っ
く

い
塗
り
と
下
見
板
張
に
な
っ
て
お
り
、
正
面
の

八
角
形
の
張
り
出
し
は
ピ
ザ
ン
チ
ン
様
式
を
日

本
式
の
手
法
で
あ
ら
わ
し
た
も
の
で
す
。
軒
先

瓦
に
は
十
字
を
入
れ
た
も
の
が
あ
り
ま
す
。
建

物
の
正
面
に
も
同
じ
よ
う
な
十
字
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
肉
太
の
十
字
は
「
ふ
く
べ
十
字
」
と
い
い

ま
す
。
一
階
は
居
室
と
集
会
所
、
二
階
が
礼
拝

を
行
う
と
こ
ろ
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

寄
り
道
は
こ
の
く
ら
い
に
し
て
公
園
を
出
る

こ
と
に
し
ま
し
ょ
う
。

東
内
海
橋
を
渡
る
と
湊
地
区
に
入
り
ま
す
。

国
道
三
九
八
号
線
沿
い
に
、
歩
追
橋
を
く
ぐ
り

右
に
曲
が
り
ま
し
ょ
う
。
左
側
に
山
が
見
え
ま

す
。
そ
の
な
か
の
五
松
山
に
は
、
数
々
の
す
ば

ら
し
い
遺
品
が
出
土
し
た
洞
窟
遺
跡
が
あ
り
ま

す
が
、
残
念
な
が
ら
今
は
埋
め
戻
し
て
あ
る
の

で
見
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
ど
ん
ど
ん
歩
い

て
行
き
、
信
号
を
左
に
曲
が
り
細
い
道
に
入
る

と
正
面
に
お
寺
が
見
え
ま
す
。
正
面
の
お
寺
の

左
側
、
学
校
の
す
ぐ
衷
に
も
別
の
お
寺
が
あ
り

ま
す
。
正
面
の
お
寺
が
多
福
院
（
曹
洞
宗
）
、

左
側
の
お
寺
が
慈
恩
院

（臨
済
宗
）
で
す
。
ま

ず
、
慈
恩
院
か
ら
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

⑤

長
鳴
山
慈
恩
院

長
咽
山
慈
恩
院
は
、
江
戸
時
代
の
初
め
当
時

の
楼
村
の
領
主
笹
町
元
清
が
亡
き
母
の
冥
福
を

祈
る
た
め
、
松
島
瑞
骰
寺
の
高
僧
雲
居
禅
師
を

招
い
て
開
山
と
し
て
建
て
た
お
寺
で
す
。

境
内
に
は
中
世
の
板
碑
ゃ
ぉ
硲
の
ほ
か
に
、

倒
れ
た
ま
ま
の
硲
石
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
が
慈

恩
院
の

「倒
れ
涎
」
で
す
。

こ
の

「倒
れ
す
ぎ

に
は
次
の
よ
う
な
話
が
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

笹
町
元
消
は
、
慈
恩
院
ば
か
り
で
な
く
、
牧

山
に
長
禅
寺
と
い
う
お
寺
も
建
て
ま
し
た
。
こ

の
長
禅
寺
の
住
戯
だ
っ
た
の
が
栄
存
法
印
で
し

◀
倒
れ
墓

rt
 

吋

◀
草
刈
山
板
碑
群

慈
恩
院
を
出
て
多
福
院
へ
行
っ
て
み
ま
し
ょ

゜
入っ 栄

存
法
印
に
対
し
妬
み
、
恨
み
の
あ
っ
た
笹
町

重
頼
は
、
無
実
の
罪
を
苅
せ
て
栄
存
法
印
を
江

島
へ
島
流
し
に
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

江
品
に
流
さ
れ
た
栄
存
法
印
は
笹
町
並
顆
を

呪
誼
し
続
け
、
亡
く
な
り
ま
し
た
。
そ
の
死
後
、

浴
村
が
大
火
に
遺
い
、
笹
町
家
の
人
々
は
こ
と

ご
と
く
変
死
し
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。
r
倒
れ

硲
」
は
狙
頼
の
子
安
顆
の
硲
で
、
起
こ
す
と
た

た
り
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

死
後
五

0
年
た
っ
て
無
実
で
あ
る
こ
と
が
わ

か
っ
た
栄
存
法
印
は
許
さ
れ
、
そ
の
た
た
り
を

鎖
め
る
た
め
に
牧
山
に
栄
存
神
社
が
建
て
ら
れ

神
と
し
て
祀
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

い
か
が
で
す
か
。
こ
れ
は
伝
説
に
過
ぎ
ま
せ

ん
が
、
地
元
に
伝
わ
る
話
は
そ
れ
が
ど
ん
な
も

の
で
あ
れ
、
語
り
継
い
で
行
き
た

い
も
の
で
す
。

⑥

日
輪
山
多
福
院

多
福
院
は
現
在
は
曹
洞
宗
の
お
寺
で
す
が
、

以
前
は
天
台
宗
で
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
笹
町
元
消
の
父
胤
持
が
祖
霊
供
接
の
た
め
、

天
台
宗
月
光
山
日
輪
寺
跡
に
堂
宇
を
復
興
、
元

亀
元
年
(
-
五
七
0
)
鹿
炭
の
法
山
寺
四
世
盛

岩
存
茂
を
開
山
と
し
て
日
輪
山
多
福
院
と
称
し

た
の
が
多
福
院
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

多
福
院
の
山
門
を
く
ぐ
り
、
境
内
に
入
っ
て

す
ぐ
の
右
側
に
石
碑
が
並
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ

は
板
碑
と
い
い
鎌
倉
時
代
か
ら
戦
国
時
代
に
か

け
て
建
て
ら
れ
た
卒
塔
婆
の

一
種
で
す
。
多
福

院
の
境
内
に
は
多
く
の
板
碑
が
あ
り
市
の
指
定

文
化
財
に
な
っ
て
い
ま
す
。
戦
国
時
代
以
前
の

石
巻
地
方
に
つ
い
て
の
古
文
宵
は
ほ
と
ん
ど

残
っ
て
い
な
い
の
で
、
こ
の
板
碑
は
中
世
の
石

巻
を
知
る
た
め
の
役
直
な
行
料
と
な
っ
て
い
ま

す
。本
堂
の
左
手
奥
に
石
碑
の
収
め
ら
れ
た
小
さ

な
お
堂
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
石
碑
が
「
吉
野
先

帝
提
碑
」
で
す
。
こ
れ
は
後
醍
醐
天
皇
が
死
ん

だ
と
き
に
供
接
の
た
め
に
造
立
さ
れ
た
も
の
で
、

造
立
し
た
の
が
誰
な
の
か
に
つ
い
て
は
、
葛
西

消
貞
は
じ
め
色
々
な
説
が
あ
り
ま
す
。
た
だ
、

石
碑
の
文
字
に
手
を
加
え
ら
れ
た
跡
が
あ
る
と

い
わ
れ
、
様
々
な
憶
説
を
よ
ん
で
い
る
石
碑
で

す
。こ
の
「
吉
野
先
帝
菩
提
碑
」
の
右
手
に
、
i

早

刈
山
か
ら
移
さ
れ
た
板
碑
詳
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
板
碑
群
の
な
か
に
は
葛
西
当
主
や
そ
の
一
族

の
供
投
碑
と
し
て
建
て
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る

も
の
が
あ
り
ま
す
。
l

つ
は
、
興
国
四
年
（
一

三
四
三
）
の

「
蓮
阿
の
碑
」
と
呼
ば
れ
る
板
碑

で
「
迎
阿
」
は
葛
西
氏
の
当
主
葛
西
消
貞
か
そ

の
子
良
消
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
も
う
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ひ
と
つ
は
、
興
国
四
年
四
月
二
五
日
の
「
遠
州

平
消
□
（
文
字
不
明
）
」
の
五
七
日
供
梵
碑
で
す
。

こ
の
「
遠
州
平
清
口
」
は
、
葛
西
当
主
の
甥
で

北
朝
側
に
通
じ
て
い
る
と
疑
わ
れ
て
殺
さ
れ
た

「
遠
江
守
消
明
」
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

ど
の
碑
が
「
蓮
阿
の
碑
」
や
「
遠
州
乎
消
口
」

の
碑
で
あ
る
か
は
碑
文
を
よ
く
見
て
み
な
さ
ん

が
さ
が
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

本
堂
の
方
へ
戻
し
ま
し
ょ
う
。
戻
る
途
中
の

右
側
に
「
中
村
庄
右
衛
門
定
春
」
の
硲
が
あ
り

ま
す
。
中
村
庄
右
衛
門
（
正
衛
門
）
定
春
は
、

明
石
の
出
身
で
江
戸
時
代
の
初
め
（
究
永
年
間
）

に
伊
達
家
に
船
大
工
の
棟
梁
と
し
て
仕
え
る
よ

う
に
な
っ
た
と
い
い
ま
す
。
庄
右
衛
門
は
瀬
戸

内
海
の
進
ん
だ
技
術
を
も
っ
て
江
戸
へ
直
航
で

き
る
大
き
な
船
を
造
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

石
巻
に
お
け
る
造
船
の
祖
と
い
え
る
人
で
し
ょ

゜
、つ
庄
右
衛
門
の
硲
に
向
か
っ
て
左
側
に
お
堂
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
が
大
日
堂
で
南
北
朝
時
代
に

造
ら
れ
た
大
日
如
来
が
お
さ
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
大
日
如
来
は
護
良
親
王
の
陣
中
守
本
序
と

伝
え
ら
れ
、
六

0
年
に
一
度
だ
け
開
張
す
る
秘

仏
で
す
。
今
度
の
開
張
は
平
成
一

0
年
(
-
九

九
八
）
で
す
。

多
福
院
を
出
て
、
国
道
三
九
八
号
へ
戻
り
大

門
崎
の
方
へ
歩
い
て
行
き
ま
し
ょ
う
。

⑦

モ
ク
ゲ
ン
ジ
の
群
落

と
こ
ろ
で
、
今
ま
で
五
松
山
か
ら
多
福
院
に

か
け
て
歩
い
て
来
ま
し
た
が
、

こ
の
辺
の
山
か

ら
石
巻
赤
中
字
病
院
衷
山
に
か
け
て
に
は
市
内

最
大
の
モ
ク
ゲ
ン
ジ
の
群
落
が
あ
り
ま
す
。

モ
ク
ゲ
ン
ジ
は
古
く
か
ら
寺
の
境
内
な
ど
に

植
え
ら
れ
た
と
い
わ
れ
る
ム
ク
ロ
ジ
科
の
落
葉

高
木
で
、
日
本
に
は
自
生
し
な
い
植
物
だ
と
さ

れ
、
中
国
や
朝
鮮
か
ら
渡
来
し
た
も
の
と
考
え

ら
れ
て
来
た
の
で
す
が
、
日
本
に
も
モ
ク
ゲ
ン

ジ
の
野
生
地
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
、
石
巻
市

内
に
も
何
か
所
か
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
昭
和
五

六
年
度
に
行
っ
た
調
査
で
は
五
松
山
か
ら
石
巻

赤
十
字
病
院
の
炭
山
に
か
け
て
三
か
所
の
生
育

場
所
、
一
―
三
株
の
開
花
株
数
が
あ
り
ま
し
た
。

七
月
下
旬
か
ら
八
月
上
旬
に
か
け
て
鮮
や
か
な

黄
色
い
花
を
咲
か
せ
ま
す
。
み
な
さ
ん
も
こ
の

時
期
に
モ
ク
ゲ
ン
ジ
の
花
を
見
に
き
て
み
て
く

だ
さ
い
。

ど
ん
ど
ん
歩
い
て
行
く
と
大
門
崎
に
出
ま
す
。

大
門
椅
は
牧
山
へ
の
登
り
口
の
―
つ
で
す
が
、

そ
の
前
に

一
皇
子
神
社
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

◀
一
皇
子
神
社

⑨

大

門

崎

大
門
崎
は
牧
山
南
西
麓
の
突
出
部
に
つ
け
ら

⑧

一
皇
子
神
社

堡
り
口
の
す
ぐ
左
側
に
あ
る
神
社
が
一
皇
子

神
社
で
す
。

一
皇
子
神
社
は
南
北
朝
時
代
の
後

醍
醐
天
皇
の
子
護
良
親
王
を
祀
っ
た
神
社
で

す
。
護
良
親
王
は
、
自
ら
武
将
と
し
て
鎌
＾
品
都

府
打
倒
に
活
躍
し
、
征
夷
大
将
軍
に
任
ぜ
ら
れ
、

独
自
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
結
局
父

か
ら
見
放
さ
れ
足
利
方
に
身
柄
を
渡
さ
れ
て
鎌

^
μ
に
監
禁
さ
れ
、
そ
し
て
中
先
代
の
乱
の
と
き

に
足
利
邸
氏
の
弟
直
毅
の
命
に
よ
り
殺
さ
れ
て

し
ま
っ
た
人
で
す
。
し
か
し
、
護
良
殺
害
を
命

じ
ら
れ
た
淵
辺
毅
栂
が
親
王
を
逃
が
し
、
護
良

親
王
は
葛
西
氏
を
た
よ

っ
て
奥
州
へ
落
ち
の

び
、
石
巻
で
余
生
を
送
り
、
正
平
元
年
(
-
三

四
六
）
に
死
ん
だ
、
神
社
背
後
の
塚
が
そ
の
硲

で
あ
る
と
い
う
話
が
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

も
伝
承
で
あ
っ
て
歴
史
的
な
事
実
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
一
皇
子
神
社
は
、
県
内
に
ほ
か
に
い
く
つ
か

あ
り
ま
す
。
で
す
か
ら
石
巻
の

一
皇
子
神
社
が

特
に
南
朝
の
皇
子
と
関
係
が
あ
る
と
い
う
こ
と

は
根
拠
の
あ
る
こ
と
と
は
思
え
ま
せ
ん
。
恐
ら

く、

一
皇
子
神
社
と
い
う
名
前
か
ら
南
朝
の
皇

子
と
結
び
つ
け
ら
れ
こ
の
よ
う
な
伝
説
が
で
き

た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

た
だ
、
地
元
に
伝
わ
る
話
は
大
切
に
語
り
継

い
で
行
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
荒
店
無
稽
な
話

と
し
て
捨
て
去
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
こ
の
よ

う
な
伝
説
そ
の
も
の
が
文
化
財
な
の
で
す
か
ら
。

さ
て
、

一
皇
子
神
社
は
こ
の
く
ら
い
に
し
て

大
門
崎
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

案

内

れ
た
地
名
で
、
零
羊
崎
神
社
へ
の
登
り
口
の
一

つ
で
す
。
昔
は
波
打
ち
際
に
あ
っ
た
岬
で
あ
っ

た
こ
と
か
ら
つ
い
た
地
名
、
あ
る
い
は
南
朝
ゆ

か
り
の
地
名
で
あ
る
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

湊
村
の
江
戸
時
代
終
わ
り
頃
の
柑
上
で
は
旧
跡

の
二
番
目
に
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

大
門
崎
に
も
モ
ク
ゲ
ン
ジ
の
群
落
が
あ
り
、

夏
に
な
る
と
黄
色
い
花
を
つ
け
ま
す
。

さ
て
、
こ
こ
ま
で
ず
い
ぶ
ん
と
歩
い
て
き
ま

し
た
。
お
疲
れ
に
な
り
ま
し
た
か
。
ま
だ
ま
だ

歩
け
ま
す
か
。
と
り
あ
え
ず
ご
案
内
は
こ
の
辺

で
終
わ
り
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

元
気
の
あ
る
方
は
、
大
門
崎
か
ら
牧
山
へ
歩

い
て
登
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。
牧
山
そ
の
も
の

が
投
狙
な
文
化
財
で
す
か
ら
、
途
中
で
様
々
な

も
の
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
よ
。

疲
れ
た
方
は
、
近
く
の
パ
ス
停
か
ら
パ
ス
に

乗
っ
て
戻
ら
れ
た
ら
よ
い
と
思
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

石
巻
市
教
育
委
貝
会

◀
大
門
崎
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橋
本
品
文
化
財
保
護
委
員
を
講
師
に
迎
え
、

参
加
者
四
八
人
で
行
わ
れ
た
第

一
回
文
化
財
め

ぐ
り
は
、
汗
ば
む
ほ
ど
の
陽
気
に
め
ぐ
ま
れ
た

な
か
で
、
芭
蕉
の
足
跡
を
た
ど
り
な
が
ら
、
石

巻
市
内
の
歌
枕
の
地
を
め
ぐ
っ
て
芭
蕉
一
宿
の

地
で
あ
る
堡
米
を
最
終
目
的
地
と
し
て
行
わ
れ

ま
し
た
。

市
役
所
前
を
出
発
し
、
袖
の
わ
た
り
、
尾
ぶ

ち
の
牧
、
お
く
の
海
、
真
野
菅
原
の
各
歌
枕
の

地
を
訪
れ
、

r
お
く
の
細
道
」
に
出
て
く
る
「
心

細
き
長
沼
」
の
河
北
町
合
戦
谷
を
と
お
り
、
登

米
町
へ
苅
き
ま
し
た
。
堡
米
町
で
は
、
河
束
碧

月

日

講

師

参
加
者

六
月
四
日
（
日
）

橋
本
晶
文
化
財
保
護
委
貝

四
八
人

第

一
回
文
化
財
め
ぐ
り

平
成
元
年
度
は
三
回
の
文
化
財
め
ぐ
り
を
実

施
し
ま
し
た
。
平
成
元
年
は
、
松
尾
芭
蕉
が
奥

の
細
道
を
旅
し
て
か
ら
ち
ょ
う
ど
三

0
0年
目

な
の
を
記
念
し
て
「
芭
蕉

・
歌
枕
の
地
め
ぐ
り
」

を
第

一
回
文
化
財
め
ぐ
り
と
し
て
実
施
し
、
第

二
回
は
本
年
度
新
た
に
指
定
し
た
文
化
財
を
見

学
す
る
「
新
指
定
文
化
財
を
た
ず
ね
て
L

、
第

＿二
回
は
「
近
代
石
巻
の
あ
ゆ
み
を
た
ず
ね
て
」

と
し
て
石
巻
市
及
び
矢
本
町

・
嗚
瀬
町
の
明
治

か
ら
現
代
ま
で
の
文
化
財
の
見
学
を
行
い
ま
し

• 

J
O
 

t
 芭

蕉

・
歌
枕
の
地
め
ぐ
り

第
二
回
文
化
財
め
ぐ
り
は
、

平
成
元
年
度
に

新
た
に
指
定
し
た
仏
俊
を
中
心
に
行
い
ま
し
た
。

市
役
所
前
か
ら
洞
源
院

（仏
像
）
、
長
谷
寺

（仏

像
）
、
龍
泉
院
（
大
イ
チ
ョ
ウ
）
、
日
野
氏
宅

（仏

像）

、
吉
祥
寺
（
大
イ
チ
ョ
ウ
）
、
旧
石
巻
ハ
リ

ス
ト
ス
正
教
会
教
会
菰
、
寿
福
寺

（鋳
銭
場
職

人
供
接
碑
）
、
永
栽
寺
（
仏
像
）
を
見
学
し
ま

し
た
。
仏
像
は
、
い
ず
れ
も
平
成
元
年
度
に
新
た
に

指
定
さ
れ
た
も
の
で
、
大
イ
チ
ョ
ウ
と
旧
石
巻

ハ
リ
ス
ト
ス
正
教
会
教
会
堂
は
以
前
に
指
定
さ

れ
て
い
た
も
の
で
す
。

こ
の
日
も
よ
い
天
気
に
恵
ま
れ
、
す
ば
ら
し

い
文
化
財
を
め
ぐ
り
、
参
加
者
に
と
っ
て
文
化

財
保
護
の
大
切
さ
を
も
う

一
度
考
え
る
よ
い
機

会
と
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

月

日

一
0
月
二
九
日

（日）

講

師

橋

本

品

文

化

財

保

護

委

貝

参
加
者

二
二
人

新
指
定
文
化
財
を
た
ず
ね
て

第
二
回
文
化
財
め
ぐ
り

梧
桐
の
罪
に
よ
る
「
芭
蕉
翁
一
宿
之
跡
」
碑

・

登
米
懐
古
館

・
警
察
打
科
館

（旧
登
米
苔
察
庁

舎
）
を
見
学
し
、
武
家
屋
敷

•

土
蔵
造
り
の
商

店
が
並
ん
だ
通
り
な
ど
を
歩
き
ま
し
た
。
残
念

な
が
ら
旧
登
米
尋
常
小
学
校
は
、
補
修
中
で
見

学
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

平

成

元

年

度

文

化

財

め

く

り

月

日

―一

月
五
日
（
日
）

講

師

石

垣

宏

文

化

財

保

護

委

貝

参
加
者

二
三
人

近
代
石
巻
の
あ
ゆ
み
を
た
ず
ね
て

本
年
度
の
第
三
回
文
化
財
め
ぐ
り
は
、
近
現

代
の
文
化
財
に
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
を
あ
て
、
現

在
の
石
巻
に
直
接
つ
な
が
る
各
種
の
文
化
財
を

見
学
し
ま
し
た
。
矢
本
町
の
大
塩
民
俗
筏
科
館

を
皮
切
り
に
野
蒜
築
港
跡
・
北
上
運
河
•
魚
市

場
・
野
葉
神
社

・
石
井
削
門

・
旧
毛
利
邸
を
め

第
三
回
文
化
財
め
ぐ
り

▶
第
三
回
文
化
財
め
ぐ
り
（
浜
市

ぐ
り
、
こ
れ
ま
で
意
外
と
知
ら
れ
て
い
な
か
っ

た
明
治
以
降
の
石
巻
に
つ
い
て
の
認
識
を
深
め

る
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
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昭
和
三
七
年
(
-
九
六
l

-

）
に
「
住
居
表
示

に
関
す
る
法
律
」
が
制
定
さ
れ
て
か
ら
、
昔
か

ら
の
由
緒
あ
る
町
名
が
新
し
い
町
名
に
骰
き
か

え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
旧
い
町
名
は
そ
こ
の

住
民
か
ら
も
忘
れ
ら
れ
て
し
ま
う
よ
う
な
状
況

に
な
り
ま
し
た
。
石
巻
市
も
例
外
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
町
名
は
、
私
達
の
祖
先
が
そ
の
土
地
と

ど
の
よ
う
に
か
か
わ
っ
て
き
た
か
を
知
る
狙
要

な
手
掛
か
り
で
あ
り
、
か
け
が
え
の
な
い
文
化

財
で
す
。

今
、
日
本
各
地
で
は
、
町
名
も
文
化
財
で
あ

る
と
い
う
認
識
を
持
ち
、
住
居
表
示
を
行
わ
な

い
、
あ
る
い
は
、
な
る
べ
く
旧
い
町
名
を
生
か

す
、
さ
ら
に
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
町
名
を
記
録
の

な
か
で
だ
け
で
も
保
存
す
る
な
ど
、
何
等
か
の

方
法
で
町
名
を
遺
す
運
動
が
起
き
つ
つ
あ
り
ま

す
。石
巻
市
教
脊
委
員
会
で
は
、
す
で
に
使
わ
れ

な
く
な
っ
た
由
緒
あ
る
町
名
を
後
世
に
伝
え
る

た
め
、
旧
い
町
名
と
そ
の
由
来
を
石
に
刻
ん
で

そ
の
地
区
に
建
立
す
る
事
業
を
昭
和
五
六
年
度

か
ら
行
っ
て
昭
和
六
三
年
度
ま
で
に

一
七
本
を

設
骰
い
た
し
ま
し
た
。
本
年
度
は
「
衷
町
」
と

「
小
野
寺
横
丁
」
の

2
本
を
設
骰
し
、
こ
れ
で

合
計
一
九
本
に
な
り
ま
し
た
。

設
骰
に
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
方
々
に
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

由

緒

あ

究
政
年
間

（一

七
八
九
l
-
『
か
〇
一

）
、
当

時
は
草
地
だ
っ
た
こ
の
周
辺
を
開
発
し
て
街
区

形
成
の
基
盤
づ
く
り
に
頁
献
、
文
政
五
年
（

一

八
二
二
）
に
死
去
し
た
仙
台
藩
士
小
野
寺
六
郎

太
夫
藤
原
従
継
の
姓
に
ち
な
む
町
名
と
伝
え
ら

れ
て
い
る
。
r
牡
鹿
大
肝
煎
阿
部
与
兵
治
宵
留

帳
」
の
中
「
地
附
留
ノ
ニ」

に、

「小
野
寺
六

郎
太
夫
様
但
小
野
寺
六
郎
平
様
御
嫡
子
に
て

大
番
組
御
士
に
御
座
候
」と
記
す
窃
政
七
年
（
一

七
九
五
）
五
月
十
四
日
の
報
告
杓
が
残
る
。

元
禄
十

一
年
(
-
六
九
八
）
五
月
成
立
の
「
牡

鹿
郡
戒
御
改
柑
上
」
中
の
「
衷
町
長
四
町
七

間
（
約
匹
匹
九
メ
ー
ト
ル
）
、
家
数
弐
拾
九
軒
」

が
文
献
上
に
お
け
る
町
名
の
初
見
。
町
名
の
起

源
に
は

「石
巻
城
の
裏
手
の
町
」
、
お
よ
び
r
江

戸
時
代
初
期
の
町
立
で
、
当
時
の
官
庁
街
だ

っ

た
本
町
↓
中
町
の
、
裏
側
の
町
」
の
二
説
が
あ

る
。
安
永
二
年

(-
七
七
一
―-)三
月
成
立
の
「牡

施
郡
石
巻
村
風
土
記
御
用
料
出
」
の
宿
楊
名
中

に
「
衷
町
四
丁
七
間
」
と
あ
り
、
屋
敷
名
中
に

は

「衷
町
屋
敷
五
拾
九
軒
」
と
記
さ
れ
て
い

る
。 裏

町

小
野
寺
横
丁

る

町

名

を

後

世

に

ー

町

文名

は

化

旧
町
名
表
示
石
柱
設
置
事
業

財

▲
裏

町
ま
る
み
呉
服
店
前

◀
小
野
横
丁梅
屋
分
店
前
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木
製
の
白
い
標
柱
か
黒
地
に
白
文
字
の
説
明

板
に
「

O
O跡
」
あ
る
い
は
「

O
O遺
跡
」
な

ど
と
記
さ
れ
た
も
の
を
見
た
こ
と
が
あ
る
方
も

い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
。
遺
跡
は
意
外
と

私
達
の
身
近
な
と
こ
ろ
に
も
あ
る
も
の
で
す
。

石
巻
市
教
育
委
貝
会
で
は
、
こ
う
し
た
遺
跡
が

あ
る
こ
と
を
み
な
さ
ん
に
お
知
ら
せ
す
る
た
め

に
標
柱
や
説
明
板
を
設
骰
す
る
事
業
を
す
す
め

て
い
ま
す
。
ま
だ
全
部
の
遺
跡
に
設
置
し
た
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
の
椋
柱
や
説
明
板

の
あ
る
と
こ
ろ
や
こ
こ
は
何
か
の
遺
跡
で
あ
る

と
聞
い
て
い
る
場
所
で
工
事
（
住
宅
建
設
・
排

水
路
の
取
付
・
道
路
工
事
な
ど
）
を
計
画
し
た

ら
、
で
き
る
だ
け
早
く
当
教
育
委
貝
会
へ
相
談

し
、
そ
の
指
示
を
う
け
て
く
だ
さ
い
。

と
く
に
周
知
の
埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地
と
し
て

登
録
さ
れ
て
い
る
土
地
で
は
、
文
化
財
保
護
法

に
も
と
づ
く
届
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
遺
跡

で
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
決
し
て
工
事
が
で
き
な

い
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
恐
れ

ず
に
、
で
き
る
だ
け
早
い
う
ち
に
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。

本
年
度
は
標
柱
を
五
本
、
説
明
板
を
一
基
設

骰
し
ま
し
た
。
設
骰
に
あ
た
っ
て
ご
協
力
を
い

た
だ
い
た
関
係
各
位
に
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
こ

石

巻

城

跡

文
治
五
年
（
―
-
八
九
）
の
奥
州
合
戦
の
恩

伐
と
し
て
源
頼
朝
の
家
人
葛
西
消
重
は
、
牡
鹿

郡
ほ
か
数
か
所
の
所
領
を
給
付
さ
れ
ま
し
た
。

以
後
、
天
正
一
八
年
(
-
五
九

0
)
に
哉
臣
秀

吉
に
よ
っ
て
滅
ぽ
さ
れ
る
ま
で
約
四

0
0年
の

間
、
牡
廂
郡
は
葛
西
氏
の
皿
要
な
所
領
で
あ
り
、

な
か
で
も
石
巻
の
日
和
山
は
、
そ
の
居
城
が

あ
っ
た
と
こ
ろ
と
い
う
伝
承
が
残
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
葛
西
氏
の
奥
州
に
お
け
る
所
領
支

配
の
実
態
は
明
ら
か
で
な
く
、
そ
の
居
城
に
つ

い
て
も
は
っ
き
り
し
た
こ
と
は
わ
か
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
昭
和
五
八
年
(
-
九
八
三
）
の
発

掘
調
査
に
よ
っ
て
、
こ
こ
日
和
山
に
大
規
模
な

中
世
城
館
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

城
跡
が
、
葛
西
氏
に
か
か
わ
る
有
力
な
城
館

で
あ
る
こ
と
は
間
追
い
な
く
、
石
巻
市
の
シ
ン

ポ
ル
的
な
城
跡
（
「
石
巻
城
跡
」
）
と
し
て
長
く

保
存
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
「
石
巻
城
跡
」
地
内
で
土
木
工
事
や
住
宅

建
設
等
を
行
い
た
い
と
き
は
、
六

0
日
以
前
に

石
巻
市
教
脊
委
貝
会
へ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

平
成
二
年
三
月
石
巻
市
教
育
委
貝
会

【
説

明

板

は

遺

跡

で

す

工

事

を

計

画

し

た

ら

す

ぐ

相

談

文
化
財
標
柱
・
説
明
板
設
置
事
業

を

清
水
尻
遺
跡

沖
栢
平
野
の
微
高
地
上
に
あ
る
八
世
紀
後
半

の
基
柑
が
施
さ
れ
た
須
恵
器
な
ど
が
出
土
し
た

逍
跡
で
、
石
巻
地
方
の
古
代
を
知
る
う
え
で
投

狙
な
逍
跡
で
あ
る
。

明
神
山
遺
跡

椋
甜
約
四
十
メ
ー
ト
ル
の
丘
陵
上
に
あ
り
、

こ
こ
か
ら
須
恵
器
な
ど
の
遺
物
が
発
見
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
平
安
時
代
の
遺
跡
で
あ
ろ
う

と
考
え
ら
れ
る
。

釜

東

古

墳

こ
の
古
墳
は
七
I
八
世
紀
に
造
ら
れ
た
と
推

定
さ
れ
る
直
径
二
十
メ
ー
ト
ル
の
円
項
で
、
以

前
に
行
わ
れ
た
発
掘
調
査
で
は
周
池
は
確
認
で

き
な
か
っ
た
が
、
市
内
に
残
る
唯
一
の
保
存
状

態
の
よ
い
古
項
で
あ
る
。

越
田
台
遺
跡

こ
の
標
柱
の
奥
の
舌
状
台
地
の
ほ
ぼ
全
域
に

遺
物
の
散
布
が
見
ら
れ
、
主
に
土
師
器
、
須
恵

器
が
多
く
、
糸
切
り
痕
が
あ
る
こ
と
か
ら
九
世

紀
以
降
の
遺
跡
と
考
え
ら
れ
る
。

新
山
崎
遺
跡

（
別
称
三
ツ
ロ
遺
跡
）

こ
の
遺
跡
は
、

古
瑣
時
代
前
期
か
ら
平
安
時

代
中
期
（
約
千
五
百
年
前
ー
一
千
年
前
）
に
亘
っ

て
形
成
さ
れ
た
逍
跡
で
あ
る
。
遺
跡
は
、
こ
の

標
柱
を
中
心
に
東
西
二
百
メ
ー
ト
ル
南
北
約
百

メ
ー
ト
ル
以
上
に
達
し
、
東
側
の
現
在
の
水
田

地
帯
に
も
及
ん
で
い
る
。
石
巻
地
方
へ
、
古
項

時
代
前
期
に
は
そ
の
文
化
が
伝
わ
っ
て
い
た
こ

と
を
示
す
遺
跡
と
し
て
投
皿
で
あ
る
。

【
標

柱

石巻市文化財だより（第19号）
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